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◉
論
考

一
、
浄
蔵
法
師
説
話
の
選
り
好
み

大
江
文
坡
『
和
漢
古
今
角か

く

偉ゐ

談だ
ん

』 （
１
）（
天
明
五
・
一
七
八
五
年
正
月
刊
、
半
紙
本
五
巻

五
冊
）
は
、
文
坡
が
自
身
と
お
ぼ
し
い
「
臥
山
人
」
と
し
て
登
場
す
る
読
本
作
品
で

あ
る
。
自
身
が
神
仙
思
想
を
好
ん
だ
ご
と
く （
２
）、「
神
仙
真し

ん

一い
つ

の
霊
旨
を
観
」

て （
３
）、
茅
屋
で
静
謐
な
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
臥
山
人
の
も
と
を
紫
石
散
人
・
古

策
逸
人
と
い
っ
た
こ
れ
ま
た
隠
逸
を
事
と
す
る
友
人
十
二
名
が
訪
れ
、
世
界
中
の

あ
ら
ゆ
る
物
の
大
小
を
議
論
し
競
い
合
う
趣
向
を
と
る
、
物
語
を
軸
と
す
る
読
本

と
い
う
よ
り
も
議
論
を
軸
と
し
た
談
義
本
の
要
素
が
濃
厚
な
作
品
と
い
え
る
。

彼
ら
は
こ
の
競
争
を
「
角
偉
（
異
）」
と
名
付
け
、
相
撲
に
な
ぞ
ら
え
て
十
二
名

を
東
西
に
分
け
、
行
司
を
臥
山
人
が
務
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
を
以
下
の

よ
う
に
語
る
。

む
か
し
村
上
天て

ん

皇わ
う

天
暦
六
年
壬
子
の
歳と

し

叡え
い
ざ
ん山
の
修
入
と
い
ふ
僧そ

う
し
や
う
ぞ
う

浄
蔵
と
い
ふ

僧
と
角
異
せ
し
に
浄
蔵
先ま

つ

神じ
ん

咒し
う

を
以
て
石い

し

を
縛し

ば
りけ

れ
ば
其そ

の

石
お
の
つ
か
ら
上

あ
か
り

下さ
か
り

宛
轉

こ
ろ
は
ま
はる
事こ

と
猶な

を
手て

毬ま
り
を
弄こ

ろ
はす
が
ご
と
し
諸し

よ
人に

ん
是こ

れ
を
見み

て
大お

ほ
いに
奇き

妙め
う
と
賞

し
や
う
た
ん嘆

す
時と

き

に
修し

ゆ

入に
う

大お
ほ
いに
此こ

の

石い
し

を
叱し

か
りて
曰

い
は
く

此こ
の

石い
し

甚は
な
はた
閙さ

は
かし
盍

な
ん
そ

恬し
づ
か静
な
ら
ざ
る
と
其そ

の

石い
し

忽
た
ち
ま
ち

動う
こ
かす
是こ

ゝ

に
於お

い

て
修し

ゆ

入に
う

浄し
や
う
ぞ
う
蔵
と
も
に
益

ま
す
〳
〵

持じ

念ね
ん

す
れ
ば
其そ

の

石い
し

終つ
ゐ

に
分わ

か
つて

両ふ
た
つ片

と
な
り
左さ

右ゆ
う

に
躍お

と
りて

二に

人に
ん

の
前ま

へ

に
到い

た

り
ぬ
又
円ゑ

ん

賀が

と
い
ふ
僧そ

う

陽や
う

生し
や
うと

い

ふ
僧そ

う

と
角
異ゐ

せ
し
事こ

と

あ
り
是こ

れ

皆み
な

法ほ
う

力り
き

を
角た

く
らべ

て
其そ

の

應な
う

驗け
ん

を
試

こ
ゝ
ろ
むる

な
り
我わ

れ

こ
れ

を
以も

つ

て
諸し

よ

君く
ん

等ら

の
世せ

界か
い

の
巨お

ほ
ゐ大

な
る
者
を
劇も

の
か
た
り談す

る
を
此こ

の

角か
く

異い

に
比ひ

し
て
角か

く

偉い

と
號な

づ

け
（
…
） （
４
）

右
引
用
部
で
話
題
に
の
ぼ
っ
た
浄
蔵
と
修
入
の
法
力
比
べ
は
、『
古
今
著
聞
集
』

第
二
「
釈
教
」
の
「
浄
蔵
己
が
前
生
の
骸
骨
を
見
る
事
」（
第
四
十
六
話
）
の
後
半
部

に
あ
た
る
。
前
半
部
は
章
題
の
通
り
、
法
華
経
六
部
を
毎
日
読
誦
し
、
六
千
反
の

礼
拝
を
怠
ら
ず
つ
と
め
た
徳
行
か
ら
死
後
ふ
た
た
び
浄
蔵
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

前
生
の
自
分
の
遺
体
と
金
剛
山
の
谷
で
再
会
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
後
半
部
は
浄
蔵
法
師
が
「
や
ん
ご
と
な
き
行
者
」 （
５
）
た
る
こ
と
を
補
強

す
る
格
好
で
、
縛
ら
れ
た
石
を
自
在
に
動
か
す
超
能
力
を
発
動
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
前
半
と
お
よ
そ
同
量
の
字
数
を
割
く
。
こ
の
章
題
は
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』

掲
載
分
に
拠
る
が
、
後
半
部
よ
り
も
前
半
部
の
「
多
生
の
行
人
」 （
６
）
で
あ
る
こ
と

を
示
す
話
題
の
方
が
読
み
手
の
印
象
に
は
残
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
じ
っ
さ
い
、『
宇

治
拾
遺
物
語
』
と
『
古
今
著
聞
集
』
か
ら
説
話
を
採
録
再
編
集
し
た
『
昔
物
語
治

聞
集
』（
貞
享
元
・
一
六
八
四
年
一
一
月
）
で
は
、
巻
一
の
第
十
六
に
本
話
を
収
め
る

が
、
そ
の
際
の
章
題
は
「
浄
蔵
法
師
前ぜ

ん
じ
や
う生の

か
ば
ね
に
逢あ

ふ

事
」
で
あ
り
、
且
つ
後

半
部
「
同
住
山
の
比
の
事
に
や
」 （
７
）
以
下
は
、
本
文
そ
の
も
の
が
削
除
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。『
和
漢
古
今
角
偉
談
』
の
趣
向
に
は
、「
角
偉
」
の
由
来
を
語
る
に

元
禄
の
『
古
今
著
聞
集
』
版
本
登
場
前
夜
　
― 『
昔
物
語
治
聞
集
』
を
中
心
に�

浜
田
　
泰
彦
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ふ
さ
わ
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
た
浄
蔵
法
師
説
話
の
後
半
部
で
あ
っ
た
が
、『
昔

物
語
治
聞
集
』
で
は
余
分
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
該
事
例
は
、
享
受
者
の
好
み
に
拠
る
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
『
古
今

著
聞
集
』
が
江
戸
時
代
に
入
り
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
系
譜

を
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
に
『
古
今
著
聞
集
』
版
本
が
初
め
て
世
に
出
る
以
前
に

遡
り
、
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

二
、『
昔
物
語
治
聞
集
』
に
お
け
る
『
古
今
著
聞
集
』

『
昔
物
語
治
聞
集
』（
以
下
、『
治
聞
集
』
と
略
記
）
は
、
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
十

一
月
に
刊
行
さ
れ
た
半
紙
本
全
七
巻
七
冊
、
全
百
四
十
六
話
の
短
編
物
語
か
ら
成

る
説
話
作
品
で
あ
る
。
書
名
の
「
治
聞
」
は
、
本
作
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
説
話
を
収

集
し
て
成
っ
た
の
で
は
な
く
、『
宇
治4

拾
遺
物
語
』
と
『
古
今
著
聞4

集
』
か
ら
の
採

録
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
点
は
今
日
ま
で
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
全
百
四
十

六
話
の
出
典
も
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る （
８
）。
し
か
し
な
が
ら
、

『
治
聞
集
』
初
版
本
で
あ
る
貞
享
元
年
本
に
は
、
両
作
品
か
ら
の
再
利
用
の
み
で
構

成
さ
て
い
る
事
実
を
読
者
に
示
す
記
述
は
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
事
実

を
初
め
て
表
明
し
た
の
は
、
元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
に
半
紙
本
六
巻
七
冊
に
改

め
ら
れ
て
再
版
さ
れ
た
際
に
加
え
ら
れ
た
―
本
文
と
は
別
筆
―
右
の
序
文
で

あ
っ
た
。

宇
治
大
納
言
の
物
語
は
、
白
河
院
の
御
時
、
源
隆
国
、
平
等
院
一
切
経
蔵
の

南
の
山
ぎ
は
、
南な

ん

泉せ
ん

房は
う

と
い
ふ
所
に
閑
居
し
て
か
き
集
め
ら
れ
し
と
や
。
こ

れ
に
残
れ
る
を
添
て
、
宇
治
拾
遺
物
語
と
い
ふ
あ
り
。
且
亦
、
古
今
著
聞
集

は
、
橘
成
季
、
建
長
の
比
、
筆
を
そ
め
給
ひ
し
と
な
ん
。
此
両
本
の
中
を
、

お
ろ
〳
〵
拾
ひ
と
り
、
絵
を
ま
し
へ
侍
り
て
、
最い

と

愛を
し

み
け
る
女
童
の
、
む
か

し
物
語
の
種
に
も
な
れ
か
し
と
、
こ
ゝ
ろ
を
よ
す
る
も
の
な
ら
し
。（
傍
線
、

浜
田
。
以
下
、
同
様
） （
９
）

す
で
に
、
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
通
り
『
治
聞
集
』
全
百
四
十
六
話
の
内

訳
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
五
十
二
話
に
『
古
今
著
聞
集
』
九
十
四
話
で
あ
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
章
段
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
両
作
品
以
外
の
説
話
集
か
ら
採
録

さ
れ
た
章
段
は
な
い
。

「
む
か
し
物
語
」
を
漢
字
仮
名
交
り
の
読
み
や
す
い
本
文
で
（
後
述
）、
大
量
に
提

供
し
た
『
治
聞
集
』
は
、
そ
の
趣
向
が
読
者
に
歓
迎
さ
れ
た
か
、
複
雑
な
過
程
を

経
つ
つ
、
繰
り
返
し
再
版
・
改
題
本
を
残
し
た
。
そ
の
過
程
を
時
系
列
に
並
べ
直

す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
『
昔
物
語
治
聞
集
』
七
巻
七
冊
（
貞
享
元
・
一
六
八
四
年
十
一
月
刊
）

②
『
宿
直
座
頭
』
七
巻
七
冊
カ
（
貞
享
四
・
一
六
八
七
年
初
春
序
） （
10
）

③
『
昔
物
語
治
聞
集
』
六
巻
七
冊
（
元
禄
十
四
・
一
七
〇
一
年
刊
）

④
『
宿
直
座
頭
』
七
巻
十
冊
（
正
徳
四
・
一
七
一
四
年
正
月
刊
） （
11
）

⑤
『
古
今
御
伽
座
頭
』
七
巻
七
冊
な
い
し
七
巻
十
冊
（
元
文
二
・
一
七
三
七
年
九
月
刊
）

⑥
『
古
事
談
』
三
巻
六
冊
（
寛
延
四
・
一
七
五
一
年
五
月
刊
）

�

※
『
治
聞
集
』『
宿
直
座
頭
』
巻
一
～
三
を
収
録
。

⑦
『
続
古
事
談
』
四
巻
六
冊
（
寛
延
四
・
一
七
五
一
年
五
月
刊
） （
12
）

�

※
『
治
聞
集
』『
宿
直
座
頭
』
巻
四
～
七
を
収
録
。

こ
の
よ
う
に
『
治
聞
集
』
は
、
①
刊
記
の
書
肆
名
だ
け
を
残
し
改
題
本
②
が
出

版
さ
れ
、
巻
冊
数
を
改
め
、
さ
ら
に
刊
記
と
書
肆
も
改
め
（
川
嶌
平
兵
衛
・
八
尾
清
兵
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衛
か
ら
小
林
半
兵
衛
へ
）、
先
に
引
用
し
た
序
文
を
加
え
た
同
題
本
③
が
出
版
さ
れ
る

煩
雑
な
経
緯
を
辿
っ
た
後
、
①
か
ら
六
十
七
年
を
経
て
も
な
お
改
題
本
が
出
版
し

続
け
ら
れ
、
非
常
に
寿
命
の
長
い
説
話
集
と
な
っ
た
。

『
治
聞
集
』
の
功
績
は
先
述
し
た
事
由
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る

が
、
中
世
説
話
集
の
伝
播
の
観
点
を
加
え
る
な
ら
ば
、
既
に
寛
永
頃
（
一
六
二
四
～

四
四
年
）
古
活
字
版
お
よ
び
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
十
月
に
京
林
和
泉
掾
か
ら
整
版

本
を
刊
行
済
み
で
あ
っ
た
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
説
話
を
採
録
し
た
点
よ
り
も
、

元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
正
月
ま
で
整
版
本
の
登
場
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
『
古
今
著
聞
集
』
の
説
話
本
文
を
広
く
紹
介
し
た
点
に
功
績
を
み
と
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、『
治
聞
集
』
の
刊
行
目
的
を
『
古
今
著
聞
集
』
説
話
の
紹
介
の
み
に

求
め
る
の
は
、
い
か
に
『
古
今
著
聞
集
』
由
来
の
説
話
が
全
体
の
約
六
十
四
％
を

占
め
る
か
ら
と
い
っ
て
も
矮
小
化
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
最
も
収
録
話
数
が
多
い

巻
四
（
全
二
十
六
話
）
の
す
べ
て
が
『
古
今
著
聞
集
』
由
来
説
話
に
占
め
ら
れ
、
次

に
多
い
巻
七
（
全
二
十
四
話
）
の
内
二
十
二
話
が
『
古
今
著
聞
集
』
説
話
に
占
め
ら

れ
る
。
他
方
で
巻
五
・
巻
六
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
由
来
の
説
話
の
方
が
『
古
今

著
聞
集
』
由
来
の
説
話
数
を
遥
か
に
上
回
る
も
の
の
、
巻
五
は
十
八
話
中
十
四
話
、

巻
六
は
十
四
話
中
十
一
話
で
、
巻
四
の
よ
う
に
全
話
を
独
占
し
た
巻
は
な
い
。
こ

の
よ
う
な
分
布
状
況
を
考
慮
す
る
と
、『
古
今
著
聞
集
』
説
話
紹
介
が
目
的
の
一
つ

で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
古
今
著
聞
集
』
享
受
は
、
元
禄
三
（
一
六
九

〇
）
年
正
月
の
整
版
本
刊
行
が
起
点
と
な
る
。
馬
場
文
耕
『
近
世
江
都
著
聞
集
』
漢

文
序
（
宝
暦
七
・
一
七
五
七
年
）
は
、
こ
の
歴
史
的
認
識
を
端
的
に
語
る
。

元
禄
記
顕
之
古
今
著
聞
集
者
、
建
長
暦
応
両
合
、
其
撰
者
宇
治
亜
相
之
戯
語

也
、
後
続
著
聞
集
者
、
和
歌
山
亜
相
之
狂
話
也 （
13
）

言
う
ま
で
も
な
く
、
冒
頭
部
「
元
禄
記
～
」
は
『
古
今
著
聞
集
』
元
禄
版
を
指

す
。「
宇
治
亜
相
」
に
准
え
ら
れ
た
「
和
歌
山
亜
相
」
こ
と
紀
州
藩
士
神
谷
養
勇
軒

に
編
ま
れ
た
『
新
著
聞
集
』（
寛
延
二
・
一
七
四
九
年
三
月
刊
）
の
刊
行
は
、
そ
の
「
後

続
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
す
。
も
っ
と
も
、『
新
著
聞
集
』
の
内
容
の
大
半
が
『
古

今
犬
著
聞
集
』
の
作
者
椋
梨
一
雪
の
『
続
著
聞
集
』（
宝
永
元
・
一
七
〇
四
年
九
月
よ
り

執
筆
）
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
と
の
井
上
敏
幸
氏
の
指
摘
に
よ
る
な
ら
ば
、
神
谷
養

勇
軒
よ
り
は
椋
梨
一
雪
を
「
後
続
」
の
主
体
に
充
て
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う （
14
）。

確
か
に
、
後
述
す
る
が
本
文
の
質
の
良
否
を
措
く
と
元
禄
版
本
こ
そ
が
、『
古
今

著
聞
集
』
の
全
体
像
に
初
め
て
接
す
る
機
会
を
与
え
た
。
七
百
話
以
上
か
ら
成
る

『
古
今
著
聞
集
』―『
日
本
古
典
文
学
大
系
』・『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
本
で
は
七

百
二
十
六
話
で
あ
る
―
か
ら
す
れ
ば
、
ほ
ん
の
僅
か
な
抽
出
で
あ
る
に
過
ぎ
な

い
と
は
い
え
、『
治
聞
集
』
が
元
禄
版
本
以
前
の
享
受
史
に
加
わ
る
べ
き
で
あ
る
。

『
古
今
著
聞
集
』
か
ら
採
録
さ
れ
た
『
治
聞
集
』
九
十
四
話
の
本
文
は
、
現
在
知

ら
れ
て
い
る
諸
本
の
本
文
と
比
較
し
て
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
わ
け
で
も
な

く
、
物
語
の
展
開
に
手
を
加
え
た
あ
と
も
見
ら
れ
な
い
。
全
冊
翻
刻
に
加
わ
っ
た

加
美
甲
太
氏
が
、「
内
容
を
大
き
く
改
編
す
る
こ
と
は
な
」
か
っ
た （
15
）
と
概
観
さ

れ
た
通
り
で
あ
る
。
加
え
て
同
氏
は
、「
賭
弓
の
日
右
近
の
馬
場
に
て
武
則
公
助
を

打
擲
す
る
事
」（
巻
四
ノ
六
）
中
の
「
男
女
の
ま
じ
は
り
正
し
く
」
が
独
自
の
付
加

の
事
例
を
挙
げ
、「
さ
り
げ
な
く
加
筆
や
修
正
を
行
っ
て
い
る
」 （
16
）
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

だ
が
、
稿
者
が
『
古
今
著
聞
集
』
か
ら
採
録
さ
れ
た
『
治
聞
集
』
全
九
十
四
話

本
と
『
古
今
著
聞
集
』
近
衛
家
旧
蔵
本
（
現
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
）
本
文
と

の
比
較
を
行
い
検
証
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
加
筆
修
正
は
「
さ
り
げ
な
」
い
程
度
で
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は
な
く
、
相
当
な
程
度
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
全
容
を
紹
介
す

る
こ
と
は
紙
幅
の
都
合
上
で
き
な
い
が
、
比
較
検
討
の
結
果
を
こ
こ
に
報
告
し
て

お
き
た
い
。

比
較
検
討
に
入
る
前
に
、『
古
今
著
聞
集
』
の
諸
本
（
本
文
）
研
究
の
現
状
を
概

括
し
て
お
き
た
い
。
本
作
品
諸
本
は
、
遊
覧
第
二
十
二
（
巻
第
十
四
）
の
末
段
「
亭

子
院
御
時
大
堰
川
行
幸
に
紀
貫
之
和
歌
の
仮
名
序
を
書
く
事
」
中
の
大
堰
川
行
幸

和
歌
序
が
後
人
の
抄
入
で
あ
る
の
を
根
拠
と
し
て
、
こ
れ
を
掲
載
す
る
系
統
の
諸

本
を
甲
門
と
し
、
逆
に
こ
れ
を
欠
く
系
統
を
乙
門
と
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
、

元
禄
三
年
版
本
は
甲
門
で
、
巻
第
二
の
奥
書
を
欠
き
巻
第
二
十
末
尾
に
置
か
れ
た

跋
文
に
成
季
の
署
名
を
欠
く
等
の
共
通
項
の
あ
る
第
三
類
諸
本
に
属
す
る
。
同
本

は
、
文
学
第
五
129
話
・
興
言
利
口
第
二
十
五
540
話
・
同
553
話
の
三
話
を
欠
く
ほ
か

本
文
の
脱
落
が
多
く
、
諸
本
を
網
羅
的
に
整
理
さ
れ
た
永
積
安
明
氏
は
「
最
も
誤

脱
の
多
い
杜
撰
な
整
版
本
で
あ
」
り
、
最
も
流
布
し
た
本
文
で
は
あ
る
が
「
そ
の

本
文
的
価
値
は
」、「
最
も
低
い
」 （
17
）
と
評
価
す
る
。
た
だ
近
年
、
久
保
木
秀
夫
氏

は
右
の
永
積
氏
の
研
究
以
来
、『
古
今
著
聞
集
』
の
諸
本
（
本
文
）
研
究
は
低
調
で

あ
る
が
、
そ
の
後
数
多
く
の
未
調
査
伝
本
が
出
現
し
た
こ
と
や
、
先
述
の
大
堰
川

行
幸
和
歌
序
の
有
無
を
分
類
基
準
と
す
る
通
説
に
問
題
が
あ
る
こ
と
等
に
言
及
し

た
上
で
、
網
羅
的
な
本
文
調
査
を
再
度
行
う
必
要
性
を
う
っ
た
え
て
い
る （
18
）。
し

た
が
っ
て
、『
治
聞
集
』
本
文
も
検
討
に
加
え
る
意
義
は
一
定
み
と
め
ら
れ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
永
積
氏
が
「
甲
門
第
一
種
」
に
分
類
し
、「
本
文
史
上
代
表
的
な
第

二
の
伝
写
群
と
す
べ
き
」
と
さ
れ
た （
19
）
近
衛
家
旧
蔵
本
（
現
・
京
都
大
学
附
属
図
書

館
蔵
本
） （
20
）
を
『
治
聞
集
』
と
の
比
較
本
文
と
し
て
と
り
あ
げ
た
。

ま
ず
は
、『
治
聞
集
』
か
ら
特
に
短
い
物
語
を
選
び
、『
古
今
著
聞
集
』
と
の
比

較
を
行
っ
て
み
よ
う
。

な
お
、
引
用
部
に
付
し
た
傍
線
部
な
ら
び
に
囲
み
は
、
以
下
の
意
味
を
示
す
。

『
古
今
著
聞
集
』
本
文
に
四
角
囲
み
を
付
し
た
箇
所
は
、『
治
聞
集
』
で
は
削
除
さ

れ
た
箇
所
を
示
す
。
傍
線
直
線
部
は
『
治
聞
集
』
が
書
き
加
え
た
箇
所
、
波
線
部

は
仮
名
遣
い
や
、
漢
字
／
仮
名
表
記
を
改
め
た
箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。

●
『
古
今
著
聞
集
』
偸
盗
第
十
九

「
盗
人
博
雅
三
位
の
篳
篥
を
聴
き
て
改
心
の
事
」

博
雅
三
位
の
家
に
盗
人
入
た
り
け
り
三
品
板
敷
の
し
た
に
迯
か
く
れ
ニ
け
り

盗
人
帰
り
さ
り
て
後
は
い
出
て
家
中
を
み
る
に
の
こ
り
た
る
物
な
く
み
な
と

り
て
け
り
篳
篥
一
を  

置
物
厨
子
ニ 

の
こ
し
た
り
け
る
を  

三
位
と
り
て
ふ
か

れ
た
り
け
る
を 

出
て
さ
り
ぬ
る
盗
人
は
る
か
に
こ
れ
を
聞
て
感
情
お
さ
へ
か

た
く
し
て
帰
き
た
り
て
云
や
う
只
今
の
御
篳
篥
の
ね
を
う
け
た
うま

は
る
に
あ

は
れ
に
た
う
と
く
候
て
悪
心
み
な
あ
ら
た
ま
り
ぬ
と
る
所
の
物
と
も
こ
と
こ

と
〳
〵
に
か
へ
し
た
て
ま
つ
る
へ
し
と
い
ひ
て
み
な
を
き
て
出
に
け
り
む
か

し
の
盗
人
は
又
か
く
い
う
な
る
心
も
有
け
り

○
『
昔
物
語
治
聞
集
』
巻
一
第
六 （
21
）

第
六　

ぬ
ず
人
觱ひ

ち

篥り
き

を
感か

ん

ず
る
事

む
か
し
博は

く

雅が

の
三
位
の
家
に
。
ぬ
す
人
い
り
た
り
け
り
。
三
品ひ

ん

板い
た

敷し
き

の
下
に

迯に
げ

か
く
れ
に
け
り
。
盗ぬ

す

人
か
へ
り
去
て
後
。
は
ひ
出
て
。
家
の
う
ち
を
見
る

に
。
残
り
た
る
物
な
く
。
皆
と
り
て
け
り
。
ひ
ち
り
き
ひ
と
つ
を
取
残
し
た

り
け
る
を
。
ふ
き
な
ら
し
給
へ
ば
。
出
て
去
ぬ
る
ぬ
す
人
。
は
る
か
に
こ
れ

を
聞
て
感か

ん

情せ
い

お
さ
へ
が
た
く
し
て
。
歸か

へ
りき

た
り
て
い
ふ
や
う
。
た
ゞ
い
ま
の
。
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御
ひ
ち
り
き
の
音
を
う
け
た
ま
は
る
に
。
あ
は
れ
に
た
ふ
と
く
候
て
。
悪
心
み

な
あ
ら
た
ま
り
ぬ
。
と
る
所
の
物
ど
も
悉

こ
と
〳
〵く

か
へ
し
奉
る
べ
し
と
い
ひ
て
皆

を
き
て
出
に
け
り
。
む
か
し
の
盗
人
は
。
ま
た
か
く
優ゆ

う

な
る
心
も
あ
り
け
り

源
博
雅
（
九
一
八
～
九
八
〇
）
が
空
き
巣
に
会
い
、
唯
一
盗
ま
れ
な
か
っ
た
篳
篥

を
吹
き
な
ら
し
た
と
こ
ろ
、
板
敷
の
下
に
隠
れ
た
盗
人
が
そ
の
華
麗
な
音
に
魅
せ

ら
れ
て
盗
ん
だ
物
を
返
却
し
た
。
盗
人
の
悪
心
す
ら
改
め
さ
せ
る
ほ
ど
博
雅
が
雅

楽
の
名
人
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
逸
話
に
な
っ
て
い
る
。

改
め
て
右
の
本
文
を
見
て
み
よ
う
。
波
線
部
は
物
語
解
釈
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
程
度
の
書
き
換
え
で
あ
る
か
ら
措
く
と
し
て
、
直
線
部
お
よ
び
囲
み
箇

所
に
着
目
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、「
む
か
し
」
は
『
治
聞
集
』
の
多
く
に
付
さ
れ
た

冒
頭
表
現
で
あ
る
。『
古
今
著
聞
集
』
の
「
三
位
と
り
て
ふ
か
れ
た
り
け
る
を
」
を

『
治
聞
集
』
が
「
ふ
き
な
ら
し
給
へ
ば
」
に
改
め
た
の
は
、
主
語
が
盗
難
の
被
害
者

た
る
「
三
位
」
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
煩
わ
し
さ
を
回
避
し
た
措
置

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
博
雅
が
篳
篥
を
収
納
し
て
い
た
「
置
物
厨
子
」
を
『
治
聞
集
』

で
は
削
除
し
た
が
、
貞
享
版
本
の
読
者
に
は
馴
染
み
な
の
な
い
調
度
品
で
あ
り
、

且
つ
博
雅
の
部
屋
に
篳
篥
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
状
況
さ
え
理
解
で
き
れ
ば
収
納

場
所
の
情
報
は
不
要
で
あ
る
か
ら
、
合
理
的
に
表
現
を
落
と
す
判
断
を
く
だ
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
巻
一
第
十
六
に
付
し
た
波
線
部
の
ご
と
き
変
更
事
例
は
、『
治
聞
集
』
の

多
く
の
箇
所
に
見
出
せ
る
が
そ
れ
ら
を
含
め
、
本
文
作
成
の
方
針
を
ま
と
め
る
と

以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一
点
目
は
、
表
現
の
易
化
な
い
し
合
理
化
で
あ
る
。『
治
聞
集
』
本
文
は
、
難
し

い
表
現
を
避
け
啓
蒙
的
な
「
最い

と

愛を
し

み
け
る
女
童
」（
元
禄
版
序
）
向
け
の
表
現
に
改

め
た
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
先
の
巻
一
第
十
六
で
は
主
語
「
三
位
」
の
重
複
を
避

け
た
合
理
的
判
断
が
認
め
ら
れ
た
が
、
同
様
の
事
例
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
治
聞
集
』
巻
四
第
一
「
春
日
大
明
神
衆
徒
の
軍
に
御
加
勢
の
事
」

は
、
隆
覚
法
印
が
興
福
寺
別
当
に
着
任
し
た
が
宗
徒
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
数
百

騎
の
軍
勢
で
興
福
寺
を
攻
撃
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
古
今
著
聞
集
』
で
は
、

「
隆
覚
か
方
の
つ
は
物
寺
中
へ
乱
入
ん
と
す
る
あ
ひ
た
合
戦
に
及
て
隆
覚
か
方
の
軍

兵
お
ほ
く
命
を
失
に
け
り
廾
餘
人
は
い
け
と
り
に
せ
ら
れ
に
け
り
」
と
説
明
す
る

が
、
そ
の
直
前
「
隆
覚
い
か
り
を
な
し
て
」、「
三
方
よ
り
興
福
寺
を
打
か
こ
」
ん

だ
と
あ
る
。
他
方
、『
治
聞
集
』
で
は
、
隆
覚
の
軍
勢
が
興
福
寺
に
侵
入
し
た
こ
と

は
明
白
で
あ
る
た
め
、「
隆
覚
か
方
の
つ
は
物
寺
中
へ
乱
入
ん
と
す
る
あ
ひ
た
合
戦

に
及
て
隆
覚
か
方
の
軍
兵
お
ほ
く
命
を
失
に
け
り
」
と
あ
る
箇
所
を
削
除
し
て
い

る
。
ま
た
、
巻
七
第
十
二
「
小
式
部
内
侍
命
終
の
と
き
哥
よ
む
事
」
で
は
、
病
臥

に
あ
っ
た
小
式
部
内
侍
が
、
母
の
和
泉
式
部
に
先
立
つ
不
孝
を
詠
ん
だ
和
歌
を
「
よ

は
り
は
て
た
る
こ
ゑ
に
て
い
ひ
け
れ
は
」、
そ
れ
に
応
じ
て
「
天
井
の
う
へ
に
あ
く

ひ
さ
し
て
や
あ
ら
ん
と
お
ほ
ゆ
る
こ
ゑ
に
て
あ
ら
（
あ
）
は
れ
と
い
ひ
て
け
り
」 （
22
）

と
あ
る
『
古
今
著
聞
集
』
原
文
に
対
し
、『
治
聞
集
』
で
は
天
が
小
式
部
内
侍
に
憐

れ
み
を
与
え
る
く
だ
り
が
読
み
手
に
理
解
さ
れ
れ
ば
よ
く
、「
欠
伸
を
噛
み
し
め
た

よ
う
な
声
」
と
い
う
描
写
が
無
駄
に
思
わ
れ
た
た
め
か
「
あ
ら
（
あ
）
は
れ
と
」

の
直
前
の
表
現
を
削
除
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
天
井
が
「
い
ひ
」
て
応
じ
た
以

上
「
こ
ゑ
」
を
発
す
る
の
は
当
然
と
の
合
理
的
な
判
断
も
こ
の
削
除
措
置
に
か
か

わ
る
だ
ろ
う
。

関
連
し
て
、
漢
文
体
の
和
文
化
の
措
置
も
見
ら
れ
る
。
巻
七
第
一
で
、
原
文
「
我

病
温
泉
の
効
驗
を
た
の
む
」
を
「
我
病
温
泉
の
し
る
し
を
た
の
む
」
と
改
め
た
の

は
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
も
う
一
例
あ
げ
る
と
、
巻
六
第
四
で
は
、
原
文
の
行
尊

僧
正
が
修
行
に
専
念
し
て
庵
に
籠
る
場
面
に
あ
る
「
陰
雲
靉
靆
雨
謗滂

絶沱

」
を
「
陰ゐ

ん
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雲う
ん

た
な
び
き
。
雨
冩う

つ

す
が
こ
と
く
」
と
書
き
下
し
文
に
改
め
た
上
で
、
晦
渋
な
表

現
で
あ
る
「
靉
靆
」
を
削
除
し
て
い
る
。

第
二
に
独
自
の
注
釈
追
加
が
み
と
め
ら
れ
る
。
巻
四
第
四
で
、
菅
原
文
時
の
家

の
前
を
鬼
神
が
皆
拝
し
て
通
過
す
る
由
来
と
さ
れ
る
詩
句
（「
隴
山
雲
暗
李
将
軍
在
レ

家
」）
が
『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
文
末
に
加
え
た
「
私
云
」
に
始

ま
る
注
釈
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
中
根
千
絵
氏
は
こ
の
事
例
を
「
漢
学
の
教
養
へ

の
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
」 （
23
）
と
捉
え
る
が
、『
治
聞
集
』
の
加
注
は
出

典
や
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
よ
り
も
、
第
一
点
目
と
も
共

通
す
る
が
、
読
者
に
分
か
り
や
す
い
本
文
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
編
者
の
意
図
の

方
が
明
確
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
巻
四
第
七
で
は
標
題
「
龍れ

う

尾ひ

道た
う

に
大
虵し

や

お
ち
け
る
事
」
に
「
龍
尾
道
ハ
禁
中
／
殿
ノ
名
ナ
リ
」
と
の
割
注
を
付

す
。
巻
七
第
六
は
、
永
万
元
（
一
一
六
五
）
年
に
蓮
花
王
院
に
突
如
水
が
涌
い
た
奇

跡
を
綴
る
が
、
そ
の
末
尾
に
「
蓮
花
王
院
ハ
三
十
三
間
堂
ナ
リ
」
と
本
文
よ
り
小

さ
な
ポ
イ
ン
ト
の
文
字
で
注
を
加
え
る
。
巻
三
第
二
で
は
、
文
中
の
「
幕
下
」
に

対
し
末
尾
に
「
幕
下
は
／
将
軍
お

（
マ
マ
）云

」
と
の
割
注
を
添
え
る
。
な
お
、「
幕
下
」
は

『
治
聞
集
』
で
は
巻
三
第
二
十
で
も
四
度
用
い
ら
れ
る
語
彙
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

加
注
は
な
く
、
初
出
時
の
配
慮
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
『
治
聞
集
』
の
加
注
は
、

編
者
の
教
養
を
示
す
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
読
み
手
に
分
か
り
や
す
い
啓
蒙
的
な

本
文
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
配
慮
が
濃
厚
で
あ
る
。

第
三
に
歴
史
的
事
実
あ
る
い
は
故
実
へ
の
関
心
が
希
薄
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
通
り
、『
古
今
著
聞
集
』
は
事
件
発
生
時
の
日
時
や
場
所
が
明
記
さ
れ
た
説

話
を
多
く
収
録
す
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
説
話
は
、
平
安
～
鎌
倉
期
に
わ
た
る

歴
史
的
事
実
を
反
映
し
て
お
り
、
時
に
は
同
時
代
の
記
録
・
日
記
類
の
空
白
を
埋

め
る
説
話
も
あ
り
、
文
学
的
関
心
と
と
も
に
歴
史
的
関
心
も
寄
せ
ら
れ
て
き
た （
24
）。

ま
た
、『
古
今
著
聞
集
』
は
成
立
し
た
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
十
月
以
前
の
様
々

な
資
料
を
用
い
た
と
推
察
さ
れ
る
記
述
も
あ
る
。
だ
が
、『
治
聞
集
』
で
は
原
典
の

諸
史
料
の
利
用
に
特
に
関
心
を
払
っ
た
痕
跡
が
な
い
。

故
実
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
巻
三
第
十
一
「
能
因
法
師
哥
に
て
雨
を
ふ
ら
す

事
」
は
、
能
因
法
師
が
藤
原
伊
予
守
実
綱
の
す
す
め
に
よ
っ
て
詠
ん
だ
「
天
川
苗

代
水
に
～
」
和
歌
一
首
に
よ
り
久
し
い
旱
魃
が
一
転
、
大
雨
が
降
っ
て
き
た
と
す

る
歌
徳
説
話
で
あ
る
が
、
そ
の
前
例
と
し
て
原
文
が
示
し
た
「
唐
の
貞
観
の
帝
の

蝗
を
の
め
り
け
る
政
に
も
を
と
ら
さ
り
け
り
」 （
25
）
を
『
治
聞
集
』
で
は
削
除
し
、

「
忽
に
天
災
を
や
は
ら
ぐ
る
事
（
唐
の
貞
観
の
帝
の
蝗
を
の
め
り
け
る
政
に
も
を
と
ら
さ
り

け
り
）
有
が
た
き
た
め
し
な
り
け
ん
か
し
」
と
カ
ッ
コ
内
の
文
言
を
割
愛
し
、
前
後

を
繋
い
で
無
理
の
な
い
一
文
に
仕
立
て
て
い
る
。
巻
四
第
六
「
賭の

り

弓ゆ
み

の
日
右
近
の

馬
場
に
て
武た

け

則の
り

公き
ん

助す
け

を
打
擲
す
る
事
」
で
は
、
原
文
の
『
孝
経
』
を
引
き
合
い
に

出
し
た
「
二
十
二
章
の
を
は
り
の
段
を
喪
親
章
と
な
つ
け
て
」
の
箇
所
を
削
除
し

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
巻
四
第
一
「
春
日
大
明
神
衆
徒
の
軍
に
加
勢
の
事
」
で
は

原
文
の
「
宇
治
左
府
の
御
記
」 （
26
）
と
い
う
出
典
表
記
を
採
用
し
て
お
り
、
必
ず
し

も
一
貫
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
話
は
先
述
し
た
隆
覚
と
興
福
寺
の

対
立
を
描
い
た
一
章
で
、『
治
聞
集
』
は
そ
の
末
尾
に
「
い
つ
比こ

ろ

の
事
に
か
」
と
存

疑
の
一
文
を
添
え
て
い
る
が
、
事
件
の
年
次
は
保
延
五
（
一
一
三
九
）
年
十
一
月
九

日
と
明
記
し
た
原
文
を
採
用
し
た
の
で
あ
り
、『
治
聞
集
』
の
読
者
に
は
い
さ
さ
か

不
可
解
な
一
文
と
も
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

歴
史
的
事
実
の
捉
え
方
に
し
て
も
、
一
貫
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
、
巻
三
第
二
十
「
平へ

い

太た

経つ
ね

家い
へ

悪
馬
に
の
る
事
」
で
は
原
文
末
尾
に
置
か
れ
た
平

太
経
家
に
対
す
る
褒
辞
で
あ
る
「
今
の
代
に
は
か
く
程
の
馬
飼
も
き
こ
え
す
そ
の

飼
け
る
や
」
を
採
用
し
し
て
い
な
い
。『
治
聞
集
』
の
読
者
に
は
、『
古
今
著
聞
集
』
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が
出
典
で
あ
る
こ
と
す
ら
明
か
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、「
今
の
代
」
が
何
時
頃

を
指
す
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
削
除
の
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一

方
で
、
巻
三
第
十
「
知ち

く

願は
ん

上
人
の
乳
母
馬
に
な
る
事
」
で
は
原
文
末
尾
の
「
こ
れ

建
長
の
比
の
事
な
れ
は
い
ま
の
事
也
」
の
一
文
に
手
を
加
え
ず
に
採
用
す
る
。
貞

享
版
本
の
読
み
手
に
と
っ
て
は
「
建
長
」
が
「
い
ま
の
事
」
に
は
な
り
え
ず
違
和

感
も
あ
る
が
、「
建
長
の
比
」
の
出
来
事
で
あ
る
と
時
期
を
明
示
し
て
い
る
が
た
め

に
削
除
の
必
要
な
し
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
う
一
つ
例
を
示
し
て
お
こ
う
。『
治
聞
集
』
は
、『
古
今
著
聞
集
』「
変
化
第
二

十
七
」
か
ら
「
承
安
元
年
七
月
伊
豆
國
奥
島
に
鬼
の
船
着
く
事
」（
599
）・「
近
江
守

仲
兼
東
寺
邊
に
し
て
僧
形
の
變
化
に
出
會
の
事
」（
601
）
の
二
話
を
採
録
す
る
。
近

接
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
と
も
に
怪
事
の
証
拠
品
が
蓮
華
王
院
に
残
さ
れ

て
い
る
と
末
尾
に
記
す
か
ら
で
あ
る
。
前
者
は
伊
豆
奥
島
に
漂
着
し
た
鬼
の
落
し

た
帯
が
、
後
者
は
中
間
次
郎
法
師
に
化
け
た
怪
物
が
手
に
し
て
い
た
太
刀
が
、
そ

れ
ぞ
れ
蓮
華
王
院
の
宝
蔵
に
収
め
ら
れ
た
と
伝
え
る
。『
治
聞
集
』
で
は
、
前
者
の

章
題
を
巻
四
第
十
「
伊
豆
國
奥
嶋
へ
鬼
来
る
事
」
に
改
め
、
後
者
を
同
第
十
一
「
近

江
守
仲
兼
ば
け
も
の
に
あ
ふ
事
」
に
改
め
て
隣
接
し
て
採
録
す
る
が
、
前
者
は
「
件

帯
は
蓮
花
王
院
の
寶
蔵
に
を
さ
め
ら
れ
に
け
る
と
か
や
」
の
一
文
が
削
除
さ
れ
、

後
者
は
採
用
さ
れ
て
い
る
。
事
件
の
真
実
性
を
担
保
す
る
た
め
に
宝
蔵
を
持
ち
出

し
た
の
は
両
話
と
も
に
共
通
す
る
が
、『
治
聞
集
』
で
は
ど
う
い
う
わ
け
か
採
録
に

際
し
て
の
対
応
が
ば
ら
つ
い
て
い
る
。
ば
ら
つ
き
の
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、

歴
史
的
事
実
の
存
否
を
『
治
聞
集
』
で
は
あ
ま
り
問
題
に
し
て
い
な
い
と
は
言
え

そ
う
で
あ
る
。

以
上
、『
治
聞
集
』
の
『
古
今
著
聞
集
』
本
文
採
録
に
際
し
て
の
特
性
を
み
て
き

た
。
こ
れ
ら
歴
史
的
事
実
に
か
か
わ
る
書
き
か
え
と
は
別
に
『
治
聞
集
』
で
は
『
古

今
著
聞
集
』
本
文
を
大
幅
に
削
除
し
た
事
例
が
あ
る
。
本
稿
冒
頭
で
言
及
し
た
巻

一
第
十
六
「
浄
蔵
法
師
前
生
の
か
ば
ね
に
逢
事
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
、

浄
蔵
法
師
が
徳
を
積
ん
だ
上
人
で
あ
っ
た
た
め
に
、
死
後
再
び
前
世
と
お
な
じ
浄

蔵
と
し
て
生
を
享
け
て
金
剛
山
の
谷
で
前
世
の
自
分
と
再
会
す
る
「
多
生
の
行
人
」

た
る
浄
蔵
の
描
写
の
み
を
『
治
聞
集
』
は
と
り
あ
げ
、「
や
む
ご
と
な
き
行き

や
う
し
や者」 （
27
）

と
し
て
の
浄
蔵
を
補
強
す
る
後
半
部
の
修
入
と
の
技
比
べ
は
、
標
題
に
合
致
し
な

い
こ
と
も
あ
り
、
不
要
と
判
断
し
削
除
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
原
本
で
は

数
行
に
あ
た
る
大
幅
な
削
除
例
が
、
巻
一
第
十
九
・
巻
一
第
二
十
・
巻
二
第
四
・

巻
三
第
二
十
二
・
巻
四
第
十
・
巻
五
第
七
に
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
事
例
に
つ
い
て
は
、「【
資
料
】『
昔
物
語
治
聞
集
』
に
お
け
る
大
幅
な
削
除
例
」

と
し
て
掲
げ
た
の
で
、
ご
参
看
を
乞
う
。

冗
長
な
論
述
に
な
る
の
を
お
そ
れ
、
す
べ
て
の
事
例
の
紹
介
は
し
な
い
が
、
巻

一
第
二
十
「
春か

す

日が

の
御
告つ

げ

に
て
伊こ

れ

房ふ
さ

額が
く

を
書
事
」
の
原
文
で
は
、
冒
頭
に
「
三
蹟
」

の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
藤
原
行
成
が
扇
に
「
楽
府
の
用
文
を
眞
草
に
う
ち
ま
ぜ

て
、
と
こ
ろ
〴
〵
書
い
」 （
28
）
た
と
こ
ろ
帝
の
目
に
留
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
置
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
話
は
行
成
の
孫
で
あ
る
伊
房
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
中

心
に
な
る
た
め
、
祖
父
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。『
古
今
著
聞
集
』
は

祖
父
の
逸
話
も
能
書
家
の
一
家
の
物
語
と
し
て
は
外
せ
な
い
と
考
え
て
文
字
を
割

い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
治
聞
集
』
は
歴
史
的
事
実
へ
の
関

心
は
希
薄
で
あ
る
た
め
、
削
除
に
到
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
巻
三
第
二
十
二
「
千せ

ん

手じ
ゆ

院
廣く

は
う
せ
い清が
墓
に
霊
魂
経
を
よ
む
事
」
は
、
比
叡
山
の
廣
清
と
い
う
法
師
が
生
前
法

華
経
読
誦
に
熱
心
で
あ
っ
て
、
死
後
も
な
お
墓
か
ら
読
誦
の
声
が
止
ま
な
か
っ
た

と
い
う
物
語
で
あ
る
。『
古
今
著
聞
集
』
は
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
後
に
『
日
本
霊

異
記
』
等
を
持
ち
出
し
た
う
え
で
、
法
華
経
読
誦
に
熱
心
で
あ
っ
た
出
家
僧
の
名
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前
を
列
挙
す
る
の
で
あ
る
が
、『
治
聞
集
』
で
は
こ
の
箇
所
を
割
愛
し
て
い
る
。
関

連
事
項
に
つ
い
て
、
特
に
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
。
巻
五
第
七
「
帝
の
御
哥
に
定

家
卿
合
点
の
事
」
も
原
文
で
は
、
土
御
門
院
御
製
の
和
歌
を
賞
賛
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
の
後
で
「
當
院
」
こ
と
後
嵯
峨
天
皇
が
幼
い
頃
か
ら
和
歌
に
長
じ
て
い
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
添
え
ら
れ
る
が
、『
治
聞
集
』
で
は
採
用
を
見
送
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も

先
の
巻
三
第
二
十
二
と
同
じ
く
中
心
と
な
る
物
語
の
関
連
事
項
に
関
心
を
払
っ
て

て
い
な
い
事
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
幅
な
削
除
例
は
、
本
文
作
成
時
の
歴
史

的
事
実
あ
る
い
は
故
実
へ
の
関
心
の
希
薄
さ
に
通
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
通
り
、『
古
今
著
聞
集
』
に
由
来
を
持
つ
『
治
聞
集
』
採
録
説
話
全
九
十

四
話
は
、
恐
ら
く
初
め
て
広
汎
な
読
者
の
前
に
提
示
さ
れ
る
機
会
と
な
っ
た
が
、

そ
の
本
文
は
何
か
し
ら
の
写
本
に
拠
っ
て
い
る
も
の
の
現
在
残
さ
れ
て
い
る
伝
本

の
内
い
ず
れ
の
系
統
に
拠
る
も
の
な
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
今
回
は
、
近
衛

家
旧
蔵
本
と
の
本
文
比
較
を
行
っ
た
が
、
総
体
的
に
は
『
治
聞
集
』
と
の
大
き
な

相
違
点
を
見
出
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
但
し
、
先
述
の
通
り
『
治
聞
集
』
採
録

本
文
は
、
編
者
が
平
易
な
本
文
を
読
者
に
提
供
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
改
変
が
随

所
に
施
さ
れ
て
お
り
、
祖
本
の
表
記
を
忠
実
に
写
し
取
ろ
う
と
す
る
意
志
は
希
薄

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
本
文
研
究
」
に
資
す
る
本
文
と
し
て
扱
う
に

は
限
界
も
あ
る
。

志
村
有
弘
氏
は
、『
治
聞
集
』『
宿
直
座
頭
』
巻
四
～
七
を
収
録
し
た
『
続
古
事

談
』（
寛
延
四
・
一
七
五
一
年
五
月
刊
）
の
『
古
今
著
聞
集
』
採
録
話
の
本
文
を
検
討

し
、「
少
な
く
と
も
そ
の
六
十
一
年
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
元
禄
三
年
版
「
古
今
著

聞
集
」
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
」 （
29
）
と
指
摘

し
た
が
、
先
に
久
保
木
氏
が
提
唱
さ
れ
た
通
り （
30
）、『
古
今
著
聞
集
』
の
網
羅
的

な
本
文
研
究
を
行
う
こ
と
で
、『
治
聞
集
』
の
本
文
の
位
置
づ
け
は
お
の
づ
か
ら
明

ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い （
31
）。

さ
て
、『
古
今
著
聞
集
』
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
部
立
方
式
に
倣
い
七
百
六
十
余

の
説
話
を
三
十
種
に
分
類
し
配
置
さ
れ
て
い
る
。『
治
聞
集
』
が
各
部
立
か
ら
選
び

出
し
た
説
話
の
分
布
は
、「【
別
表
】『
昔
物
語
治
聞
集
』
採
録
『
古
今
著
聞
集
』
分

布
」
に
ま
と
め
た
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
参
看
を
乞
う
。

最
多
は
「
釈
教
第
二
」
か
ら
で
十
七
話
で
あ
る
が
、
そ
の
内
『
治
聞
集
』
巻
七

に
採
録
さ
れ
た
説
話
が
十
話
を
占
め
る
。
巻
七
は
全
二
十
四
話
で
、
そ
の
内
『
古

今
著
聞
集
』
採
録
話
が
二
十
二
話
で
あ
る
た
め
、
約
半
数
が
「
釈
教
第
二
」
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
た
計
算
に
な
る
。
次
に
多
い
の
は
「
魚
虫
禽
獣
第
三
十
」
で
十
五
話
。

巻
一
・
二
・
三
・
五
・
七
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。
当
初
か
ら
七
巻
構
想
で
編
者

が
均
等
に
分
布
さ
せ
よ
う
と
し
た
意
図
は
特
段
に
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
、「
釈

教
」
由
来
の
説
話
も
先
述
し
た
浄
蔵
や
、
巻
七
第
十
八
「
大
般
若
書
写
の
人
を
鬼

神
守
護
の
事
」
の
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
書
写
を
終
え
た
徳
が
認
め
ら
れ
た
か

三
人
の
鬼
神
に
守
護
さ
れ
る
長
家
等
、
際
立
っ
た
奇
跡
が
生
じ
る
霊
験
譚
が
選
ば

れ
る
傾
向
に
あ
る
。「
魚
虫
禽
獣
」
か
ら
採
録
し
た
説
話 （
32
）
に
も
同
様
の
傾
向
が

認
め
ら
れ
、
と
り
わ
け
奇
譚
・
奇
談
の
類
を
好
ん
で
選
び
出
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
既
に
『
因
果
物
語
』（
片
仮
名
本
、
寛
文
元
・
一
六
六
一
年
刊
）
や
『
宿
直
草
』（
延

宝
五
・
一
六
七
七
年
刊
）
等
、
仮
名
草
子
の
怪
談
集
が
多
く
刊
行
さ
れ
、『
西
鶴
諸
国

は
な
し
』（
貞
享
二
・
一
六
八
五
年
正
月
刊
）
等
浮
世
草
子
の
奇
譚
集
を
『
治
聞
集
』
刊

行
の
翌
年
に
ひ
か
え
た
時
期
の
読
者
に
は
好
評
に
迎
え
ら
れ
る
と
容
易
に
想
像
が

つ
く
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
橘
成
季
が
跋
文
に
「
こ
の
集
の
を
こ
り
は
、
予
そ
の
か
み
、
詩
歌
管
弦

の
み
ち
〳
〵
に
、
時
に
と
り
て
す
ぐ
れ
た
る
も
の
が
た
り
を
あ
つ
め
て
」 （
33
）
と
特

に
書
き
記
し
た
ご
と
く
、
第
七
に
管
弦
歌
舞
編
を
立
て
た
の
み
な
ら
ず
、
他
の
部
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立
に
も
多
く
の
管
弦
説
話
を
収
録
す
る
ほ
ど
力
を
注
い
だ （
34
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
治
聞
集
』
で
は
「
管
弦
歌
舞
第
七
」
か
ら
は
一
話
も
採
録
し
て
い
な
い
。
他
に
も

「
公
事
第
四
」・「
蹴
鞠
第
十
七
」・「
博
奕
第
十
八
」・「
祝
言
第
二
十
」・「
遊
覧
第
二

十
二
」・「
飲
食
第
二
十
八
」・「
草
木
第
二
十
九
」
か
ら
も
採
録
が
な
い
。
し
た
が
っ

て
、『
治
聞
集
』
の
編
者
に
は
橘
成
季
の
意
志
を
踏
襲
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
中
根
千
絵
氏
が
、
こ
の
よ
う
な
分
布
の
偏
り
を
「
近
世
の
教
養
・
知
識

に
必
要
と
さ
れ
た
人
や
物
に
連
な
ら
な
い
も
の
は
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る

の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」 （
35
）
と
理
解
し
た
通
り
、
貞
享
期
の
読
者
に
歓
迎

さ
れ
や
す
い
話
を
中
心
に
選
択
し
た
結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
分
布
に
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

『
古
今
著
聞
集
』
の
部
立
か
ら
離
れ
る
と
、『
治
聞
集
』
に
は
貞
享
期
の
読
者
の

求
め
る
話
材
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
意
図
も
汲
み
取
れ
る
。

た
と
え
ば
、
巻
一
第
九
「
三
河
と
い
ふ
童
發
心
の
事
」
は
、
仁
和
寺
御
室
周
辺

を
舞
台
と
し
た
説
話
の
一
つ
で
あ
る （
36
）。
覚
性
法
親
王
は
稚
児
の
「
ち
と
せ
（
原

文
は
「
千
手
」）」
に
変
わ
っ
て
「
三
河
（
原
文
「
参
川
」）」
と
い
う
稚
児
を
寵
愛
し
始

め
た
た
め
、「
ち
と
せ
」
は
久
し
く
出
座
を
遠
慮
し
た
が
、
あ
る
日
の
酒
宴
に
再
三

参
加
を
求
め
ら
れ
、
法
親
王
の
心
変
わ
り
を
責
め
る
よ
う
な
今
様
を
披
露
し
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
と
気
付
い
た
法
親
王
が
そ
の
夜
「
ち
と
せ
」
と
同
衾
し
た
。
一
方
、

「
三
河
」
は
和
歌
一
首
を
残
し
行
方
知
ら
ず
と
な
っ
た
と
い
う
男
色
譚
で
あ
る
。
後

述
す
る
が
、
古
典
の
男
色
譚
を
蒐
集
し
た
北
村
季
吟
『
い
わ
つ
ゝ
じ
』（
延
宝
四
・

一
六
七
六
年
八
月
成
稿
）
に
も
引
用
さ
れ
た
挿
話
で
も
あ
る
。
こ
の
物
語
は
、『
心
友

記
』（
寛
永
二
十
・
一
六
四
三
年
八
月
刊
）・『
犬
つ
れ
づ
れ
』（
承
応
二
・
一
六
五
三
年
正
月

刊
）・
楳
条
軒
『
よ
だ
れ
か
け
』（
寛
文
五
・
一
六
六
五
年
二
月
刊
。
衆
道
指
南
書
と
し
て
の

内
容
は
巻
五
～
六
）
等
と
い
っ
た
男
色
譚
や
衆
道
指
南
書
が
刊
行
さ
れ
続
け
、
衆
道

や
男
色
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
代
背
景
に
応
じ
て
採
録
さ
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
仁
和
寺
御
室
の
歴
史
に
関
心
を
向
け
て
い
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
井

原
西
鶴
『
男
色
大
鑑
』
の
刊
行
は
、『
治
聞
集
』
刊
行
三
年
後
の
貞
享
四
（
一
六
八

七
）
年
正
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
巻
第
十
一
「
双
六
の
口
論
に
て
人
を
こ
ろ
す
事
」
は
、
標
題
の
通
り
、
大
力

の
む
ま
の
ぜ
う
な
に
が
し
と
小
冠
者
が
双
六
で
対
戦
し
た
と
こ
ろ
が
口
論
の
は
て

に
殺
し
合
い
に
発
展
し
、
力
に
勝
る
む
ま
の
ぜ
う
が
小
冠
者
を
刺
殺
し
た
物
語
で

あ
る
。
こ
の
一
件
を
悔
い
た
む
ま
の
ぜ
う
は
小
冠
者
の
父
に
謝
罪
に
出
向
き
、「
怨

敵
な
れ
ば
。
は
や
く
い
か
に
も
し
給
ふ
べ
し
」
と
身
を
任
せ
た
が
、
父
は
死
ん
だ

息
子
は
帰
っ
て
来
な
い
か
ら
と
復
讐
を
拒
絶
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
む
ま
の
ぜ
う

は
直
ち
に
髻
を
切
り
、
高
野
山
に
出
家
し
た
。
原
話
は
「
闘
諍
第
二
十
四
」
に
収

録
さ
れ
て
お
り
、『
治
聞
集
』
が
こ
の
部
立
か
ら
唯
一
採
録
し
た
説
話
で
あ
る
。
こ

の
話
な
ど
は
武
士
の
模
範
的
な
潔
さ
を
描
い
た
作
と
解
釈
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、

如
儡
子
『
可
笑
記
』（
寛
永
十
九
・
一
六
四
三
年
秋
刊
）
等
の
武
家
教
訓
書
の
世
界
に
も

通
じ
る
。
同
時
に
、
西
鶴
『
武
道
伝
来
記
』（
貞
享
四
年
刊
）・『
武
家
義
理
物
語
』（
貞

享
五
・
一
六
八
八
年
二
月
刊
）
と
い
っ
た
「
武
家
も
の
」
の
刊
行
も
間
近
に
ひ
か
え
て

い
た
。

三
、『
古
今
著
聞
集
』
版
本
出
現
ま
で
の
引
用
例

前
章
で
引
用
し
た
が
『
江
都
著
聞
集
』
序
に
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
江
戸
時
代
に

お
け
る
『
古
今
著
聞
集
』
の
本
格
的
な
受
容
は
、
元
禄
版
本
の
出
現
を
待
た
な
く

て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、『
治
聞
集
』
は
版
本
出
現
ま
で
の
間
は
、
広
く
一
般

の
読
者
に
『
古
今
著
聞
集
』
本
文
を
提
供
す
る
存
在
に
は
な
り
得
た
。
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と
こ
ろ
で
、『
治
聞
集
』
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
一
六
八
〇
年
代
前
後
は
『
古
今
著

聞
集
』
諸
本
の
形
成
が
活
発
に
行
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
乙
門
第
四
類
に
分

類
さ
れ
る
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本
（
井
上
頼
圀
旧
蔵
本
）
第
一
冊
に
「
建
長
六
甲
寅

年
至
貞
享
二
乙
丑
（
一
六
八
五
年
―
注
、
浜
田
）
四
百
三
十
二
年
也
」
の
識
語
が
そ

な
わ
る
。
同
じ
分
類
に
属
す
る
藤
崎
一
史
氏
蔵
本
の
奥
書
に
「
藤
光
禄
」
が
三
本

の
異
本
を
校
合
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
行
わ
れ
た
の
は
天
和
壬
戌
（
天

和
二
・
一
六
八
二
年
）
で
あ
っ
た （
37
）。
こ
の
よ
う
な
天
和
・
貞
享
期
の
『
古
今
著
聞

集
』
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
本
文
検
討
が
活
発
化
し
て
い
た
こ
と
が
元
禄
版
本
の

出
現
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
り
な
が
ら
、
元
禄
版
本
出
現
ま
で
の
江
戸
時
代
の
書
物
で
は
、『
古
今
著
聞

集
』
を
引
用
し
た
例
は
非
常
に
少
な
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』・

『
源
氏
物
語
』
や
『
古
今
和
歌
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
勅
撰
集
、『
枕
草
子
』・『
徒

然
草
』
等
の
著
名
な
随
筆
類
の
引
用
例
で
あ
れ
ば
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど

元
禄
以
前
の
書
物
に
見
ら
れ
る
一
方
で
、
版
本
の
出
現
が
出
遅
れ
た
『
古
今
著
聞

集
』
の
引
用
例
は
非
常
に
少
な
い
。

数
少
な
い
事
例
は
、
い
ず
れ
も
学
術
的
な
活
動
を
営
ん
で
い
た
作
者
に
限
定
さ

れ
る
。
具
体
的
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

山
岡
元
隣
『
古
今
百
物
語
評
判
』（
貞
享
三
・
一
六
八
六
年
六
月
刊
）
は
、
門
人
が
座

談
会
の
形
式
で
語
り
あ
っ
た
怪
異
譚
を
、「
博
識
洽
聞
」 （
38
）
で
鳴
ら
す
而
愠
斎
先
生

（
＝
元
隣
）
が
和
漢
の
書
籍
を
縦
横
に
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
評
判
を
加
え
そ
れ

ら
を
分
析
解
明
す
る
作
品
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
闇
夜
に
催
す
御
伽
と
し
て
の

「
百
物
語
」
と
し
て
の
性
格
よ
り
も
、
百
の
物
語
を
自
在
に
繰
り
出
し
評
判
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と

い
う
趣
き
の
方
が
濃
厚
な
作
品
と
言
え
る
。

本
作
で
は
和
漢
三
十
九
の
書
名
が
引
用
さ
れ
る
が
、『
古
今
著
聞
集
』
は
四
回
登

場
す
る
。
怪
異
譚
を
主
と
す
る
内
容
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
内
三
例
は
、「
変
化
第

二
十
七
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。「
狸
の
事
付
明
の
鄒
智
并
斎
藤
助
康
手
柄
の
事
」

（
巻
二
第
二
）
で
は
、『
皇
明
通
紀
』
か
ら
鄒
智
と
い
う
知
識
人
が
読
書
に
い
そ
し
ん

で
い
る
と
こ
ろ
へ
、
狸
が
い
た
ず
ら
で
大
き
な
腕
を
差
し
出
し
妨
害
す
る
物
語
を

愠
斎
先
生
が
紹
介
し （
39
）、
そ
の
類
話
と
し
て
「
著
聞
集
に
見
え
た
り
」 （
40
）
と
し
て
、

「
齋
藤
助
康
丹
波
國
へ
下
向
し
古
狸
を
生
捕
る
事
」（
607
）
で
の
古
狸
退
治
の
話
が

紹
介
さ
れ
る
。
二
例
目
と
し
て
、「
天
狗
の
沙
汰
付
浅
間
嶽
求ぐ

聞も
ん

持じ

の
事
」（
巻
三
第

三
）
に
は
、「
狸
を
殺
し
煮
え
く
ら
ひ
て
、
こ
ら
し
め
罵
り
な
ど
す
れ
ば
、
其
事
を

の
づ
か
ら
や
む
よ
し
著
聞
集
に
見
え
た
り
」 （
41
）
と
し
、「
三
條
前
右
大
臣
實
親
の
白

川
亭
に
古
狸
飛
礫
を
打
つ
事
」（
608
）
が
援
用
さ
れ
る
。
三
例
目
は
、「
貧
乏
神
并
韓

退
之
送
窮
の
文
、
范
文
正
公
物
語
の
事
」（
巻
三
第
五
）
の
末
尾
に

且
又
著
聞
集
に
、
観
教
法
印
嵯
峨
の
山
庄
に
て
か
ら
猫
を
飼
ひ
し
、
よ
く
玉

を
取
り
け
れ
ば
、
秘
蔵
の
守
刀
を
取
り
出
し
て
玉
に
と
ら
せ
け
る
に
、
件
の

刀
を
く
は
へ
て
何い

づ

地ち

や
ら
ん
逃
げ
失
せ
ぬ
。
人
々
尋
ね
求
む
れ
ど
も
行
き
が

た
知
ら
れ
ず
な
り
に
き
。
此
れ
猫
魔
の
変
化
な
り
と
、
人
々
沙
汰
し
侍
り
と

し
る
せ
り
。
兎
角
怖
し
き
物
に
こ
そ
。 （
42
）

と
あ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
觀
教
法
印
が
嵯
峨
山
庄

の
飼
唐
猫
變
化
の
事
」（
609
）
で
あ
る
。『
古
今
著
聞
集
』
で
も
短
い
物
語
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
引
用
文
は
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
本
文
と
は
表
現
が
異
な

り
、
忠
実
な
本
文
引
用
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
概
要
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
内
三
例
目
の
み
、『
治
聞
集
』
に
「
か
ら
ね
こ
し
な
玉
を
と
る
事
」（
巻

四
第
十
三
）
と
し
て
採
録
さ
れ
た
。『
治
聞
集
』
は
、『
古
今
百
物
語
評
判
』
の
二
年

前
に
版
行
さ
れ
た
の
で
、
本
文
引
用
は
可
能
だ
が
『
治
聞
集
』
の
本
文
と
も
右
引

用
文
は
一
致
し
な
い
。
最
後
に
四
例
目
は
、「
殺
生
の
論
付
伏
犠
神
農
梁
の
武
帝
の
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事
」（
巻
五
第
三
）
で
、
孔
子
が
日
本
で
自
分
を
祀
ら
ぬ
よ
う
夢
告
し
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
箇
所
に
、「
神
祇
第
一
」
の
「
或
人
の
夢
に
依
り
て
大
學
寮

の
廟
供
に
猪
鹿
を
供
へ
ざ
る
事
」（
12
）
が
出
典
と
明
記
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
の

章
段
も
『
治
聞
集
』
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

『
古
今
百
物
語
評
判
』
の
引
用
書
目
に
つ
い
て
検
討
し
た
寺
敬
子
氏
は
、「『
古
今

著
聞
集
』
の
み
は
、
版
本
の
登
場
が
『
百
物
語
評
判
』
刊
行
（
一
六
八
八
）
よ
り
も

後
の
元
禄
三
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
学
者
で
も
あ
っ
た
元
隣
に
は
、
入
手
の
機

会
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
」 （
43
）
と
、
推
察
さ
れ
て
い
る
。
決
し
て
当
時
に
お

い
て
は
入
手
が
た
や
す
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
『
玄
中
記
』
の
よ
う
な
漢
籍
が
引

用
書
目
に
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
、『
治
聞
集
』
採
録
本
文
を
参
照
し
た
痕
跡
が
み
ら

れ
な
い
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
て
も
、
妥
当
な
見
解
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、「
或
人
の
夢
に
依
り
て
大
學
寮
の
廟
供
に
猪
鹿
を
供
へ
ざ
る
事
」
は
、
藤

井
懶
斎
『〈
閑
際
／
筆
記
〉
和
漢
太
平
記
』（
正
徳
五
・
一
七
一
五
年
刊
）
巻
之
中
に
も

「
古
今
著
聞
集
ニ
載
」
云
々 （
44
）
と
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
で
紹
介
さ
れ
る
。
宝
永

六
（
一
七
〇
九
）
年
に
没
し
た
懶
斎
で
あ
れ
ば
、『
古
今
著
聞
集
』
元
禄
三
年
版
本

も
入
手
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
先
の
元
隣
の
例
と
同
じ
く
学
者
の
間
で
は
写
本
テ

キ
ス
ト
の
入
手
が
可
能
だ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
同
様
に
、
北
村
季
吟
『
い

わ
つ
ゝ
じ
』（
延
宝
四
・
一
六
七
六
年
八
月
成
稿
、
正
徳
三
・
一
七
一
三
年
二
月
刊
）
に
、「
古

今
著
聞
集　

橘
南
袁
撰
之
」 （
45
）
以
下
「
好
色
第
十
一
」
か
ら
「
仁
和
寺
の
童
千
手

参
川
が
事
」（
323
）
全
文
を
引
用
し
た
例
も
ま
た
、
既
存
の
古
典
文
学
諸
作
品
に
お

け
る
男
色
譚
を
蒐
集
し
た
学
究
的
態
度
が
な
せ
る
業
で
あ
っ
た
。

地
誌
類
に
も
、
元
禄
版
本
出
現
以
前
か
ら
引
用
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。

黒
川
道
祐
『
雍
州
府
志
』（
貞
享
三
年
九
月
刊
）
で
は
、
二
ケ
所
『
古
今
著
聞
集
』

か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
ま
ず
、
巻
二
神
社
門
上
愛
宕
郡
「
福
大
明
神
社
」
に
「
管

弦
歌
舞
第
七
」「
知
足
院
忠
實
大
權
を
し
て
咜
祇
尼
の
法
を
行
は
し
む
る
事
并
び
に

福
天
神
の
事
」（
265
）
か
ら
、
藤
原
忠
実
大
権
房
の
言
い
つ
け
を
守
っ
て
二
七
日
の

「
大
法
」
を
修
め
た
結
果
、
夢
枕
に
一
人
の
美
女
が
立
ち
狐
の
尾
を
授
け
ら
れ
、
そ

れ
を
収
納
し
た
「
妙
音
院
之
護
法
殿
」 （
46
）
に
神
社
が
建
立
さ
れ
た
の
が
福
大
明
神

社
の
由
来
で
あ
る
旨
の
物
語
を
漢
文
体
で
抄
出
す
る
。
こ
ち
ら
も
も
と
よ
り
、
漢

字
仮
名
交
り
の
原
典
か
ら
の
引
き
写
し
で
は
な
い
。
な
お
、
同
じ
物
語
を
孤
松
子

『
京
羽
二
重
織
留
』（
元
禄
二
・
一
六
九
〇
年
正
月
刊
）
巻
之
三
「
妖
怪
」
部
に
「
狐
尾
」

の
小
見
出
し
を
付
け
て
漢
字
仮
名
交
り
文
に
さ
ら
に
仕
立
て
直
し
、
再
録
す
る
。

表
記
や
表
現
も
ほ
ぼ
『
雍
州
府
志
』
に
同
じ
で
あ
り
、「
著
聞
集
七
の
巻
云
」 （
47
）
と

引
用
元
を
示
す
も
の
の
、
引
用
元
は
明
ら
か
に
『
雍
州
府
志
』
で
あ
る
。
二
箇
所

め
は
、
巻
九
古
蹟
門
下
紀
伊
郡
「
羅
城
門
」
で
、
末
尾
に
「
著
聞
集
載
三
羅
城
門

上
有
二
女
盗
一
」 （
48
）
と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
誤
り
で
、「
偸
盗
第
十
九
」
の
「
朱

雀
門
の
上
に
女
賊
病
臥
の
事
」（
452
）
を
指
す
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
朱
雀
門

と
羅
城
門
の
取
り
違
え
は
、
冨
尾
似
舩
『
堀
川
之
水
』（
元
禄
七
・
一
六
九
五
年
五
月

刊
）
巻
下
で
も
「
羅
生
門
の
上
に
。
女
の
ぬ
す
び
と
住
て
。（
…
）
財
寶
を
う
ば
ひ

と
り
。
行
路
の
人
を
は
ぎ
と
り
な
ど
し
け
る
事
。
著
聞
集
に
見
へ
侍
る
」 （
49
）
と
踏

襲
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、「
羅
城
（
生
）
門
」
と
記
し
た
『
古
今
著
聞
集
』
本

文
が
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
め
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ
伝
本

は
、
稿
者
の
知
る
限
り
、
見
出
せ
て
い
な
い
。
以
上
は
『
治
聞
集
』
に
採
録
さ
れ

て
い
な
い
説
話
で
あ
っ
て
、『
雍
州
府
志
』
は
『
治
聞
集
』
の
二
年
後
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
か
ら
黒
川
道
祐
が
接
す
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
先
の
例
と
同
じ
く
学

者
間
で
『
古
今
著
聞
集
』
写
本
が
入
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
う
る
事
例

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
元
禄
期
ま
で
の
書
物
に
お
い
て
『
古
今
著
聞
集
』
の
引
用
例
が
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稀
少
で
あ
る
―
出
典
の
明
記
が
あ
る
事
例
の
み
確
認
し
た
限
り
に
お
い
て
で
は

あ
る
が
―
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
版
本
の
出
現
が
遅
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
出
典
を
明
記
し
た
上
で
既
存
の
説
話
を
紹
介
し
た
『
囃
物
語
』（
貞

享
四
・
一
六
八
七
年
正
月
刊
）
に
も
、『
古
今
著
聞
集
』
は
見
い
だ
せ
な
い
。
作
者
が

『
古
今
著
聞
集
』
を
無
視
し
た
の
で
も
意
図
的
に
排
除
し
た
の
で
も
な
く
、
入
手
可

能
な
版
本
が
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。『
囃
物
語
』
巻
中
「
地
蔵
物
か
た

り
」
に
は
、
冒
頭
に
「
砂

（
マ
マ
）石

集
」
と
出
典
を
明
記
し
た
上
で
「
地
蔵
菩
薩
種
々
利

益
ノ
事
」（
巻
二
ノ
六
）
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
る
。『
沙
石
集
』
は
、
正
保
四
（
一
六
四

七
）
年
十
一
月
・
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
五
月
・
貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
三
月

等
々
、
漢
字
仮
名
交
り
本
文
の
整
版
本
が
繰
り
返
し
刊
行
さ
れ
て
お
り
、『
囃
物

語
』
の
作
者
に
と
っ
て
は
本
文
の
入
手
に
不
便
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
同
じ
く
巻

中
「
国
輔
物
語
」
で
は
、
先
例
に
同
じ
く
、
但
馬
守
国く

に

挙た
か

の
息
子
国
輔
の
悲
恋
を

描
い
た
『
発
心
集
』
巻
五
第
一
「
唐
橋
法
橋
発
心
の
事
」
が
引
か
れ
る
が
、
そ
の

末
尾
に
「
案
ず
る
に
」
と
し
て
作
者
の
考
証
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
国
輔
の
出
家

名
を
版
本
で
は
「
行
因
」
と
表
記
す
る
が
「
行
円
」
が
正
し
い
と
し
、
以
下
の
よ

う
に
批
判
す
る
。

諺
に
。
三
た
び
写
せ
ば
。
烏う

焉ゑ
ん

馬ば

の
た
が
ひ
め
有
と
い
ふ
な
れ
ば
。
発
心
集

の
板は

ん

の
誤
り
な
ら
ん
か
。 （
50
）

右
の
通
り
、『
囃
物
語
』
が
依
拠
し
た
本
文
が
版
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
。
確
か
に
、
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
三
月
版
に
拠
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
法

橋
行
因

4

4

ト
云
ハ
此
人
ナ
リ
」 （
51
）
と
あ
る
。『
囃
物
語
』
の
作
者
は
、
寛
永
三
（
一
六

二
六
）
年
三
月
刊
等
の
版
本
が
あ
る
『
元
享
釈
書
』
の
記
述
を
根
拠
に
し
て
誤
記
を

指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
山
岡
元
隣
や
黒
川
道
祐
と
は
違
い
、『
囃
物
語
』
は
、
版

本
の
つ
き
あ
わ
せ
を
考
証
の
よ
す
が
に
し
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

だ
と
す
る
と
、
写
本
の
入
手
ル
ー
ト
が
な
か
っ
た
作
者
に
は
、
そ
れ
を
典
拠
と

し
て
自
ら
の
創
作
に
利
用
し
た
り
摂
取
し
た
り
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
と
容
易

に
想
像
が
つ
く
。

他
方
、
井
原
西
鶴
の
浮
世
草
子
作
品
に
『
古
今
著
聞
集
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る

と
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
諸
国
説
話
集
で
あ
る
『
西
鶴

諸
国
は
な
し
』（
貞
享
二
・
一
六
八
五
年
正
月
刊
）
の
出
典
利
用
を
み
と
め
よ
う
と
す
る

の
は
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
説
話
ど
う
し
の
連
関
を
前
提
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
非

常
に
自
然
な
発
想
で
は
あ
る
が
、『
古
今
著
聞
集
』
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、

前
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
治
聞
集
』
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
九
十
話
ほ
ど
が
読
め
る
環

境
で
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

後
藤
興
善
氏
「「
古
今
著
聞
集
」
と
西
鶴
の
説
話
」 （
52
）
は
、『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』

へ
の
『
古
今
著
聞
集
』
影
響
を
指
摘
し
た
早
い
論
文
で
あ
る
。「
見
せ
ぬ
所
は
女
大

工
」（
巻
一
ノ
二
）
に
『
古
今
著
聞
集
』「
魚
虫
禽
獣
第
三
十
」
の
「
摂
津
國
ふ
き
や

の
下
女
晝
寝
せ
し
に
大
蛇
落
懸
か
る
事
」（
694
）
お
よ
び
「
渡
邊
の
藥
師
堂
に
し
て

大
蛇
釘
付
ら
れ
て
六
十
餘
年
生
き
た
る
事
」（
695
）
の
隣
接
配
置
さ
れ
た
二
話
か
ら

着
想
を
得
た
と
す
る
。
こ
の
二
話
は
『
治
聞
集
』
に
そ
れ
ぞ
れ
、「
虵
針
に
お
そ
れ

し
事
」（
巻
一
第
十
五
）、「
薬
師
堂
の
く
ち
な
は
の
事
」（
巻
二
第
十
）
と
し
て
採
録

さ
れ
て
お
り
（【
別
表
】
参
照
）、
西
鶴
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
は
十
分

に
あ
る
。
で
は
、
内
容
を
検
討
し
て
み
よ
う
。『
古
今
著
聞
集
』（『
治
聞
集
』）
で
人

前
に
出
現
す
る
の
は
蛇
で
、
一
方
の
「
見
せ
ぬ
所
は
女
大
工
」
は
ヤ
モ
リ
で
あ
る
。

仮
に
西
鶴
が
蛇
を
ヤ
モ
リ
に
置
き
換
え
る
操
作
を
行
っ
た
と
し
て
、
両
作
品
と
も

天
井
か
ら
登
場
す
る
点
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
の
、
ヤ
モ
リ
に
突
き
刺
さ
っ
た

金
釘
と
同
じ
箇
所
に
原
因
不
明
の
痛
み
を
奥
方
が
訴
え
る
と
い
う
結
末
部
に
正
体

が
判
明
す
る
ま
で
の
見
ど
こ
ろ
は
、『
古
今
著
聞
集
』（『
治
聞
集
』）
に
は
な
い
。「
お
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ほ
き
な
る
釘
に
う
ち
つ
け
ら
れ
」
た
蛇
と
「
胴
骨
を
金
釘
に
と
ぢ
ら
れ
」 （
53
）
た
ヤ

モ
リ
は
対
照
的
で
は
あ
る
が
、
出
典
と
し
て
特
定
す
る
だ
け
の
材
料
と
し
て
は
い

さ
さ
か
乏
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
後
藤
論
を
享
け
て
藤
江
峰
夫
氏
は
、

『
古
今
著
聞
集
』
の
版
行
が
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
に
遅
れ
る
点
を
問
題
視
し
た
上

で
、『
治
聞
集
』
巻
二
第
十
と
、「
見
せ
ぬ
所
は
女
大
工
」
の
挿
絵
に
大
工
が
木
材

の
上
で
釿
を
用
い
る
構
図
が
共
通
す
る
こ
と
を
挙
げ
、「
そ
も
そ
も
「
女
大
工
」
の

化
け
物
退
治
と
い
う
発
想
自
体
が
「
薬
師
堂
の
く
ち
な
は
」
の
図
に
触
発
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
可
能
に
す
る
」 （
54
）
と
述
べ
る
。
だ
が
、
大
工
三

名
が
描
か
れ
る
『
治
聞
集
』
に
対
し
「
見
せ
ぬ
所
は
女
大
工
」
の
挿
絵
は
女
大
工

一
人
で
あ
る
。
加
え
て
、
薬
師
堂
が
奥
に
描
か
れ
る
前
者
に
対
し
、
後
者
で
は
舞

台
で
あ
る
御
所
方
の
奥
局
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、『
西
鶴
諸
国
は
な

し
』
が
『
古
今
著
聞
集
』
な
い
し
『
治
聞
集
』
か
ら
何
が
し
か
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
得
た
こ
と
ま
で
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
積
極
的
に
出
典
と
し
て
利

用
し
た
根
拠
も
痕
跡
も
乏
し
い
と
い
う
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
後
藤
稿
で
は
『
武
道
伝
来
記
』「
按
摩
と
ら
す
る
化
物
屋
敷
」（
巻
三

ノ
二
）
に
お
け
る
梶
田
奥
右
衛
門
の
化
物
退
治
の
出
典
に
「
変
化
第
二
十
七
」「
庄

田
頼
度
八
條
殿
の
變
化
を
縛
す
る
事
」（
602
）
に
お
け
る
庄
田
頼
度
に
よ
る
八
条
院

御
所
の
化
物
退
治
を
挙
げ
る
。
両
者
と
も
七
日
ほ
ど
待
機
し
て
も
別
条
な
か
っ
た

と
い
う
展
開
が
一
致
す
る
が
、
そ
の
後
頼
度
が
毛
の
抜
け
た
古
狸
を
捕
え
て
差
し

出
す
の
に
対
し
、
奥
右
衛
門
の
場
合
は
狸
の
方
が
彼
を
恐
れ
て
逃
げ
出
し
て
し
ま

う
。
狸
退
治
自
体
は
と
り
た
て
て
珍
し
い
モ
テ
ィ
ー
フ
で
は
な
い
し
、『
治
聞
集
』

に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
挿
話
を
西
鶴
が
読
む
の
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
あ
わ

せ
れ
ば
、
こ
の
例
に
限
ら
ず
、『
古
今
著
聞
集
』
を
出
典
と
特
定
す
る
の
は
慎
重
を

期
す
べ
き
だ
ろ
う （
55
）。

四
、
近
世
説
話
史
構
築
の
た
め
に

虚
構
を
前
提
と
す
る
「
作
り
物
語
」
と
は
一
線
を
画
し
、
何
ら
か
の
事
実
な
い

し
事
実
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
出
来
事
を
比
較
的
短
い
断
片
的
な
物
語
と
し
、
そ
れ

ら
を
集
成
し
た
作
品
を
「
説
話
文
学
」
と
規
定
す
る
と
、
説
話
文
学
の
歴
史
は
一

般
に
、『
日
本
霊
異
記
』
に
始
ま
り
鎌
倉
時
代
ま
で
に
ピ
ー
ク
が
終
わ
る
と
い
う
概

括
が
一
般
的
で
あ
る
。『
説
話
文
学
辞
典
』（
一
九
六
九
年
、
東
京
堂
出
版
）
の
編
者
長

野
嘗
一
氏
は
、
社
会
的
変
動
期
に
は
、「
今
ま
で
考
え
ら
れ
も
し
な
か
っ
た
よ
う

な
、
驚
天
動
地
の
事
件
が
起
り
や
す
い
。
い
わ
ゆ
る
「
小
説
よ
り
も
奇
な
る
事
実
」

が
、
く
び
す
を
接
し
て
現
わ
れ
る
」
の
に
対
し
、
平
和
な
時
代
を
迎
え
る
と
説
話

作
品
が
「
遠
き
過
去
を
詠
嘆
的
に
語
る
」
存
在
で
し
か
な
く
な
り
、「
整
備
」
さ
れ

る
対
象
で
し
か
な
く
な
る
と
し
、

ひ
っ
き
ょ
う
、
日
本
の
説
話
文
学
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
と
転
移
す
る
時
代

に
初
め
て
は
な
ば
な
し
く
開
花
し
、
そ
の
転
移
が
完
了
す
る
と
と
も
に
凋
落

し
て
、
二
度
と
再
び
繁
栄
を
取
り
も
ど
す
こ
と
の
な
か
っ
た
文
学
ジ
ャ
ン
ル

だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 （
56
）

と
の
歴
史
観
を
示
す （
57
）。
す
な
わ
ち
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
も
は
や
説
話
文
学
は

終
焉
し
た
ジ
ャ
ン
ル
に
な
っ
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

だ
が
、
質
的
な
優
劣
は
さ
て
お
き
、
事
実
な
い
し
事
実
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
物

語
の
集
積
は
江
戸
時
代
に
も
大
量
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る （
58
）。
い
わ
ゆ
る
仮
名
草

子
の
時
代
は
、
版
本
を
生
み
出
す
諸
技
術
の
発
展
と
流
通
の
た
め
の
制
度
的
整
備

が
は
か
ら
れ
た
時
期
に
重
な
り
、
江
戸
時
代
以
前
の
説
話
文
学
作
品
も
「
遠
き
過

去
を
詠
嘆
的
に
語
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ず
は
そ
れ
ら
諸

作
品
を
版
本
と
し
て
刊
行
し
、
広
い
読
者
が
目
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
る
必
要
性
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が
生
じ
て
、「
整
備
」
さ
れ
る
対
象
に
な
っ
た
と
捉
え
る
方
が
実
情
に
合
う
だ
ろ

う
。
儒
教
あ
る
い
は
仏
教
の
基
本
的
な
理
念
を
啓
蒙
す
る
目
的
に
資
す
る
べ
く
、

多
く
の
仮
名
草
子
作
品
は
漢
籍
の
説
話
あ
る
い
は
仏
典
か
ら
説
話
を
積
極
的
に
と

り
あ
げ
、
そ
の
紹
介
に
力
が
注
が
れ
た
結
果
、
日
本
の
説
話
の
網
羅
的
蒐
集
お
よ

び
出
版
は
や
や
出
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

た
と
え
ば
、
浅
井
了
意
『
新
語
園
』（
天
和
二
・
一
六
八
二
年
二
月
刊
）
は
、
五
百
一

話
の
漢
籍
由
来
の
説
話
を
掲
載
す
る
。
す
べ
て
の
説
話
の
標
題
下
に
は
出
典
を
明

記
す
る
が
、『
漢
書
』
や
『
史
記
』
の
よ
う
な
正
史
か
ら
、『
洞
冥
記
』
や
『
文
薮
』

の
よ
う
な
当
時
の
日
本
で
は
入
手
困
難
な
漢
籍
か
ら
も
説
話
が
引
用
さ
れ
て
い

る （
59
）。
あ
る
い
は
、『
智
恵
鑑
』（
万
治
三
・
一
六
六
〇
年
春
跋
）
の
よ
う
に
馮
夢
竜

『
智
嚢
補
』
の
形
式
に
倣
い
、「
上
智
」
以
下
「
雑
智
」
ま
で
の
部
立
に
分
類
し
、

関
連
す
る
中
国
説
話
を
漢
字
仮
名
交
り
で
表
記
し
た
作
品
ま
で
が
版
行
さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、『
智
嚢
補
』
と
同
様
に
三
十
の
部
立
に
分
類
し
、
そ
の
謂
れ
を
述

べ
関
連
す
る
説
話
を
配
置
す
る
形
式
で
成
る
『
古
今
著
聞
集
』
は
『
智
恵
鑑
』
に

遅
れ
る
こ
と
約
四
十
年
経
過
し
て
よ
う
や
く
出
版
に
い
た
っ
た
。
こ
の
利
便
性
の

高
さ
は
や
が
て
、
椋
梨
一
雪
『
古
今
犬
著
聞
集
』
や
神
谷
養
勇
軒
編
『
新
著
聞
集
』

と
い
っ
た
後
続
作
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る （
60
）。

本
稿
は
、『
古
今
著
聞
集
』
の
元
禄
版
本
出
現
以
前
に
着
目
し
、
ど
の
よ
う
な
享

受
の
跡
を
辿
っ
た
か
を
『
治
聞
集
』
を
挟
み
こ
み
、
粗
描
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
近
世
の
説
話
史
の
樹
立
の
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
既
存
の
説

話
作
品
を
広
汎
な
読
者
に
本
文
を
提
供
す
る
機
会
の
整
備
（
＝
版
行
）
の
観
点
か
ら

見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
営
爲
が
、
後

続
作
品
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
。
西
鶴
の
浮
世
草
子
作
品
の
典
拠
を
特
定

し
た
り
論
じ
た
り
す
る
た
め
に
も
、
本
稿
で
試
み
た
よ
う
な
享
受
史
の
理
解
が
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
調
査
に
と
も
な
う
作
業
は
と
て
も
一
人
で
担
え
る
も
の

で
は
な
い
。『
古
今
著
聞
集
』
の
伝
本
と
網
羅
的
な
本
文
調
査
な
ど
は
、
有
志
を
募

ら
な
い
限
り
取
り
組
め
る
作
業
で
は
到
底
な
い
。
ま
た
、
一
般
的
な
近
世
の
散
文

文
芸
の
ジ
ャ
ン
ル
史
の
理
解
で
は
、
説
話
が
表
面
に
出
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
説
話
が
仮
名
草
子
を
は
じ
め
と
す
る
諸
ジ
ャ
ン
ル
内
に
散
見

さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、「
随
筆
」
と
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る
書
物
に
見
出
さ
れ
る
と

い
っ
た
事
情
も
近
世
説
話
史
の
構
築
を
難
し
く
し
て
い
る
。

説
話
文
学
は
、
決
し
て
江
戸
時
代
に
「
終
焉
」
な
ど
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
同
時
に
一
刻
も
早
く
本
格
的
な
近
世
説
話
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

注（
1
）	

改
題
改
竄
本
に
『〈
古
今
／
奇
談
〉
萬
国
山
海
経
』（
寛
政
四
・
一
七
九
二
年
十
一
月

刊
）
が
あ
る
。
浅
野
三
平
「
大
江
文
坡
の
生
涯
と
思
想
」（『
近
世
中
期
小
説
の
研
究
』

（
一
九
七
五
年
、
桜
楓
社
）
参
照
。
本
作
品
は
、
松
岡
芳
恵
「
大
江
文
坡
の
対
外
観
」（『
東

洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
45
集　

二
〇
〇
九
年
三
月
）
お
よ
び
吉
田
宰
「
西
村
遠
里
と

書
肆
銭
屋
― 『
万
国
夢
物
語
』
か
ら
『
居
行
子
』『
雨
中
問
答
』
ま
で
―
」（『
語
文
研

究
』
第
百
二
十
号　

二
〇
一
五
年
一
二
月
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）	

文
坡
の
作
風
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
中
野
三
敏
「
文
坡
仙
癖
」（『
江
戸
狂
者
傳
』
二

〇
〇
七
年
、
中
央
公
論
新
社
）
に
詳
し
い
。

（
3
）	

引
用
は
、
宮
城
県
立
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
本
（
請
求
番
号　

Ｄ
９
１
３
．５
６
／
ワ
１
）

に
拠
る
。
な
お
、
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
DB
書
誌
ID 100287620

を
閲

覧
し
た
。

（
4
）	
引
用
は
、（
3
）
同
書
に
拠
る
。

（
5
）	
引
用
は
、
永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
84
（
一
九
六
六
年
、
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岩
波
書
店
）
に
拠
る
。

（
6
）	

引
用
は
、（
5
）
同
書
に
拠
る
。

（
7
）	

引
用
は
、（
5
）
同
書
に
拠
る
。

（
8
）	

橋
本
尚
子
「『
昔
物
語
治
聞
集
』
改
題
本
の
系
譜
―
序
文
研
究
を
中
心
に
―
」（『
山

口
国
文
』
第
26
号　

二
〇
〇
三
年
三
月
）
が
、
全
話
の
出
典
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
中
根
千
絵
・
加
美
甲
多
・
久
留
島
元
（
編
著
）『
昔
物
語
治
聞
集
』（
二
〇
二
〇

年
、
三
弥
井
書
店
）
は
、
七
巻
全
冊
の
翻
刻
を
掲
載
し
、
全
話
の
出
典
お
よ
び
そ
の
採

録
の
傾
向
に
分
析
を
加
え
た
。
大
久
保
順
子
「
説
話
の
再
編
と
受
容
―
『
昔
物
語
治
聞

集
』
と
改
題
本
の
諸
本
―
」（『
香
椎
潟
』
第
五
十
号　

二
〇
〇
四
年
十
二
月
）
は
、『
治

聞
集
』
版
本
の
詳
細
な
書
誌
調
査
を
報
告
し
た
が
、
書
名
の
読
み
を
判
断
す
る
根
拠
は
、

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
第
六
冊
の
外
題
仮
名
書
き
の
「
ち
も
ん
し
ふ
」
以

外
に
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
作
が
『
宇
治4

拾
遺
物
語
』
と
『
古
今
著
聞4

集
』
の

説
話
か
ら
採
録
し
た
成
り
立
ち
か
ら
考
え
て
も
「
ぢ
（
じ
）
も
ん
し
ゅ
う
」
と
読
む
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
9
）	

引
用
は
、（
８
）『
昔
物
語
治
聞
集
』（
二
〇
二
〇
年
、
三
弥
井
書
店
）
に
拠
る
。

（
10
）	

（
８
）
大
久
保
氏
論
考
で
は
、
諫
早
市
立
諫
早
図
書
館
・
諫
早
文
庫
蔵
の
零
本
（
巻
一
・

二
・
七
の
み
）
の
書
誌
調
査
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	

花
田
不
二
夫
「
怪
異
本
『
宿
直
座
頭
』
報
告
」（『
文
献
研
究
』
第
５
号　

一
九
七
九

年
十
二
月
）
に
、
採
録
さ
れ
た
前
百
三
十
一
話
の
出
典
が
特
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

時
点
で
は
『
治
聞
集
』
の
改
題
本
と
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

（
12
）	

志
村
有
弘
「
寛
延
四
年
版
「
続
古
事
談
」
に
つ
い
て
―
古
今
著
聞
集
説
話
伝
承
関
係

―
」（『
国
文
学
研
究
』
第
８
号　

一
九
七
二
年
十
一
月
）
に
、
採
録
全
八
十
話
の
出
典

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、（
11
）
論
考
同
様
、『
治
聞
集
』
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

（
13
）	

引
用
は
、『
燕
石
十
種
』
第
五
巻
（
一
九
八
〇
年
、
中
央
公
論
社
）
に
拠
る
。

（
14
）	

井
上
敏
幸
「
椋
梨
一
雪
年
譜
稿
」（『
近
世
文
藝
』
32　

一
九
八
〇
年
三
月
）「
宝
永
元

年
」
項
お
よ
び
「
寛
延
二
年
」
項
参
照
。
ま
た
、
志
村
有
弘
「
説
話
と
説
話
集
―
用
語

と
書
名
―
」（『
説
話
文
学
の
構
想
と
伝
承
』
一
九
八
二
年
、
明
治
書
院
）
は
、「
著
聞

集
」
を
書
名
と
し
た
江
戸
時
代
の
書
物
を
一
覧
に
し
て
い
る
。

（
15
）	

（
８
）『
昔
物
語
治
聞
集
』（
二
〇
二
〇
年
、
三
弥
井
書
店
）
所
収
「『
昔
物
語
治
聞
集
』

ま
え
が
き
」

（
16
）	

（
15
）
同
論
。

（
17
）	

永
積
安
明
「（『
古
今
著
聞
集
』）
解
説
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
84　

一
九
九
六
年
、

岩
波
書
店
）

（
18
）	

久
保
木
秀
夫
「『
古
今
著
聞
集
』
の
古
筆
切
」（『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
６

号　

二
〇
一
八
年
六
月
）

（
19
）	

（
17
）
同
論
。「
な
よ
竹
物
語
」
と
し
て
知
ら
れ
る
、
好
色
第
十
一
「
後
嵯
峨
天
皇
某

少
将
の
妻
を
召
す
事
並
び
に
鳴
門
中
将
の
事
」
の
本
文
は
、
他
の
甲
門
第
一
種
類
諸
本
と

比
べ
て
も
脱
落
箇
所
が
多
く
、
必
ず
し
も
最
良
と
は
言
い
き
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
20
）	

引
用
は
、
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

	

（https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb00008692#?c=0&
m
=0&

s=0&
cv=0&

r=0&
xyw

h=-1701%
2C0%

2C6472%
2C2047

）
に
拠
る
。
レ
コ
ー
ドID

 RB00008692

。

以
下
、
同
様
。

（
21
）	

引
用
は
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
（
請
求
番
号　

狩
・
第
４
門
・
１
１
４
７
９
・

７
）
に
拠
る
。
以
下
、
同
様
。

（
22
）	

近
衛
家
旧
蔵
本
で
は
「
あ
」
が
脱
落
。（
５
）『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
頭
注
に
は
学

習
院
大
学
蔵
本
（
甲
門
第
一
類
）・
三
手
文
庫
蔵
本
（
乙
門
第
四
類
）
に
よ
っ
て
補
っ
た

と
さ
れ
る
。

（
23
）	

中
根
千
絵
「『
昔
物
語
治
聞
集
』
解
説
」（（
８
）
同
書
所
収
）

（
24
）	

他
の
歴
史
史
料
と
の
照
覧
は
、
志
村
有
弘
「『
古
今
著
聞
集
』
菅
見
」（『
立
教
大
学
日

本
文
学
』
第
十
三
号　

一
九
六
四
年
十
一
月
）
等
が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
古
代
」・

「
中
比
」・「
近
代
」
等
期
日
を
明
記
し
な
い
ケ
ー
ス
の
、
お
お
よ
そ
の
目
安
を
検
討
し
た

福
田
益
和
「
古
今
著
聞
集
研
究
序
説
」（『
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
16
巻　

一
九
七

五
年
十
二
月
）
等
の
先
行
研
究
も
あ
る
。

（
25
）	

『
貞
観
政
要
』
の
記
事
に
拠
る
。

（
26
）	

『
治
聞
集
』
本
文
は
、「
の
」
を
付
け
加
え
て
い
る
。

（
27
）	

引
用
は
、（
５
）
同
書
に
拠
る
。

（
28
）	
引
用
は
、（
５
）
同
書
に
拠
る
。
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（
29
）	

（
12
）
同
論
。

（
30
）	

（
18
）
同
論
。

（
31
）	

『
治
聞
集
』
本
文
の
目
立
っ
た
特
性
を
追
記
し
て
お
く
。
巻
七
に
片
仮
名
の
振
り
仮
名

が
出
現
す
る
ほ
か
、
巻
第
七
六
冒
頭
部
「
東
西
修
行
」
に
は
「
か
な
た
こ
な
た
し
ゆ
き

や
う
」
と
い
う
特
殊
な
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
該
箇
所
の
原
文
は
「
こ
ゝ

か
し
こ
修
行
」
で
あ
る
。

（
32
）	

追
塩
千
尋
「
中
世
人
の
動
物
観
～
『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
十
「
魚
虫
禽
獣
を
素
材
に

～
」（『
年
報
新
人
文
学
（
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）』
第
16
号　

二
〇
一
九

年
十
二
月
）
で
は
、「
魚
虫
禽
獣
」
を
「
当
時
に
お
け
る
生
物
事
典
」
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
ま
た
、
田
中
宗
博
「『
古
今
著
聞
集
』「
魚
虫
禽
獣
」
篇
の
混
沌
を
ど
う
読
む
か
」

（『
百
舌
鳥
国
文
』
第
25
号　

二
〇
一
四
年
三
月
）
で
は
、
人
倫
か
ら
排
除
さ
れ
た
禽
獣

観
で
は
な
く
、「
共
感
的
理
解
」
が
示
さ
れ
た
説
話
群
で
あ
る
と
の
理
解
を
示
す
。

（
33
）	

引
用
は
、（
５
）
同
書
に
拠
る
。

（
34
）	

菅
野
扶
美
「『
古
今
著
聞
集
』
の
編
成
と
管
弦
説
話
」（『
共
立
女
子
大
学
文
科
紀
要
』

第
56
号　

二
〇
一
三
年
一
月
）
で
は
、
成
季
が
醍
醐
朝
に
行
わ
れ
た
管
弦
を
「
聖
代
」
と

し
て
描
き
出
し
た
と
指
摘
す
る
。

（
35
）	

（
23
）
同
論
。

（
36
）	

土
屋
恵
「
中
世
初
期
の
仁
和
寺
御
室
―
『
古
今
著
聞
集
』
の
説
話
を
中
心
に
―
」

（『
日
本
歴
史
』
第
451
号　

一
九
八
五
年
十
二
月
）
参
照
。
仁
和
寺
御
室
周
辺
に
設
定
さ
れ

た
説
話
は
二
十
四
話
あ
り
、
特
に
当
該
説
話
に
も
登
場
す
る
守
覚
法
親
王
の
記
録
は
現
存

の
『
御
室
相
承
記
』
で
も
欠
落
し
て
お
り
、
史
実
と
し
て
の
性
格
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

（
37
）	

（
17
）
同
論
に
拠
る
。

（
38
）	

引
用
は
、
太
刀
川
清
校
訂
『
叢
書
江
戸
文
庫
』
27
（
一
九
九
三
年
、
国
書
刊
行
会
）
に

拠
る
。

（
39
）	

近
藤
瑞
木
「
儒
者
の
妖
怪
退
治
―
近
世
怪
異
譚
と
儒
家
思
想
―
」（（『
日
本
文
学
』

第
55
巻
第
４
号　

二
〇
〇
六
年
四
月
）
で
も
挙
例
さ
れ
る
「
儒
者
の
妖
怪
退
治
譚
」
の

一
例
で
あ
る
。

（
40
）	

引
用
は
、（
38
）
同
書
に
拠
る
。

（
41
）	

引
用
は
、（
38
）
同
書
に
拠
る
。

（
42
）	

引
用
は
、（
38
）
同
書
に
拠
る
。

（
43
）	

寺
敬
子
「『
百
物
語
評
判
』
と
『
新
語
園
』
―
『
百
物
語
評
判
』
の
引
書
に
関
す
る
調

査
か
ら
―
」（『
日
本
文
藝
研
究
』
第
五
十
七
巻
第
三
号　

二
〇
〇
五
年
十
二
月
）。

（
44
）	

引
用
は
、『
日
本
随
筆
大
成
〈
第
一
期
〉』
17
（
一
九
七
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）
に
拠

る
。

（
45
）	

引
用
は
、『
仮
名
草
子
集
成
』
第
五
巻
（
一
九
八
四
年
、
東
京
堂
出
版
）
に
拠
る
。

（
46
）	

引
用
は
、『
続
々
群
書
類
従
』
第
八
（
一
九
七
〇
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）
に
拠
る
。

（
47
）	

引
用
は
、『
新
修
京
都
叢
書
』
第
２
巻
（
一
九
六
九
年
、
臨
川
書
店
）
に
拠
る
。
な
お
、

『
雍
州
府
志
』
の
末
尾
に
添
え
ら
れ
た
「
近
世
是
稱
二
紀
貫
之
社
一
者
大
誤
也
」
と
い
う
考

証
箇
所
は
引
用
し
て
い
な
い
。

（
48
）	

引
用
は
、（
46
）
同
書
に
拠
る
。

（
49
）	

引
用
は
、『
新
修
京
都
叢
書
』
第
５
巻
（
一
九
六
八
年
、
臨
川
書
店
）
に
拠
る
。
な
お
、

本
書
に
は
巻
上
「
田
中
時
雨
」
に
も
、「
和
歌
第
六
」
か
ら
「
和
泉
式
部
田
刈
る
童
に
襖

を
借
る
事
并
び
に
同
童
式
部
に
歌
を
贈
る
事
」（
201
）
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
の
紹
介
が
あ
る
。

（
50
）	

引
用
は
、『
仮
名
草
子
集
成
』
第
五
十
八
巻
（
二
〇
一
七
年
、
東
京
堂
出
版
）
に
拠
る
。

（
51
）	

引
用
は
、
立
教
大
学
池
袋
図
書
館
蔵
本
（
請
求
番
号　

D
D
C895.6321/K

15

）
に
拠
る
。

な
お
、
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
DB
書
誌
ID 100296160

を
閲
覧
し
た
。

（
52
）	

『
西
鶴
研
究
』
第
二
冊
（
一
九
四
二
年
十
二
月
）
所
収
。

（
53
）	

引
用
は
、
宗
政
五
十
緒
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
67
（
一
九
九
六
年
、

小
学
館
）
に
拠
る
。

（
54
）	

藤
江
峰
夫
「
西
鶴
の
咄
の
種
―
『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
中
の
三
篇
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
玉
藻
』
第
25
号　

一
九
九
〇
年
三
月
）

（
55
）	

西
鶴
研
究
の
基
礎
的
な
文
献
で
あ
る
江
本
裕
・
谷
脇
理
史
編
『
西
鶴
事
典
』（
一
九
九

六
年
、
お
う
ふ
う
）
所
収
「
出
典
一
覧
」
に
は
、『
古
今
著
聞
集
』
を
出
典
と
す
る
先
行

研
究
を
網
羅
す
る
。
非
常
に
利
便
性
は
高
い
が
、
西
鶴
の
執
筆
環
境
を
考
慮
す
る
慎
重

な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
出
典
と
な
り
え
る
作
品
を
西
鶴
が
入
手
し
得
た

版
本
か
ら
考
察
す
る
の
は
学
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
き
て
い
る
。『
古
今
著
聞
集
』

に
代
わ
り
『
治
聞
集
』
を
提
示
し
た
論
考
と
し
て
（
54
）
同
論
考
や
佐
竹
昭
広
「
パ
ッ

チ
リ
爺
さ
の
こ
と
」（『
佐
竹
昭
広
集
』
第
三
巻
「
民
話
の
基
層
」　

二
〇
〇
九
年
、
岩
波
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書
店
所
収
）
が
あ
る
。

（
56
）	

長
野
嘗
一
「
説
話
文
学
概
説
」（
長
野
嘗
一
編
『
説
話
文
学
辞
典
』
一
九
六
九
年
、
東

京
堂
出
版
所
収
）。

（
57
）	

池
上
洵
一
「
総
説
―〈
説
話
文
学
〉
を
考
え
る
」（
池
上
洵
一
・
藤
本
徳
明
（
編
）『
説

話
文
学
の
世
界
』
一
九
八
七
年
、
世
界
思
想
社
）
も
、「
古
代
末
期
か
ら
中
世
前
期
、
す

な
わ
ち
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
量
的
に
も
質
的
に
も
頂
点
に
達
し
た
説
話
集

は
、
室
町
時
代
に
入
る
と
急
激
に
衰
微
し
、
や
が
て
終
焉
を
迎
え
て
い
る
」
と
同
様
の

見
解
が
述
べ
ら
れ
る
。

（
58
）	

拙
稿
「
書
名
「
奇
談
」
素
描
―
文
事
領
域
領
域
拡
大
の
原
動
力
―
」（『（
大
阪
大
学

国
語
国
文
学
会
）
語
文
』
第
百
十
六
・
百
十
七
輯　

二
〇
二
二
年
三
月
）
で
は
、
十
八

世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
説
話
文
学
の
流
れ
を
書
名
「
奇
談
」
か
ら

考
察
し
た
。

（
59
）	

（
43
）
同
論
考
で
も
『
新
語
園
』
の
引
書
に
関
す
る
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
60
）	

田
中
葉
子
「『
新
著
聞
集
』
の
成
立
―『
犬
著
聞
集
』『
続
著
聞
集
』
と
の
関
連
か
ら

―
」（『
語
文
研
究
』
第
六
十
二
号　

一
九
八
六
年
十
一
月
）
参
照
。
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第
十
六
浄じ

や
う
ざ
う蔵法
師
前せ

ん
じ
や
う生の
か
ば
ね
に
逢あ

ふ

事
（
巻
一
）

む
か
し
有
け
る
浄
蔵
法
師
は
。
や
む
ご
と
な
き
行き

や
う
し
や者也

か
づ
ら
き
山
に
お
こ
な
ひ

け
る
比
。
金こ

ん

剛か
う

山
の
谷
に
。
大
き
な
る
死し

人
の
か
ば
ね
有
け
り
。
か
し
ら
手
足
つ
ゞ

き
て
臥ふ

し

た
り
苔こ

け

あ
を
く
生お

ひ

て
。
石
を
枕
に
せ
り
。
手
に
独と

つ

鈷こ

を
に
ぎ
り
た
り
。
金か

な

色い
ろ

さ
び
ず
し
て
き
ら
め
き
た
り
。
浄
蔵
大
き
に
あ
や
し
み
て
。
其
谷た

に

に
と
ゞ
ま
り

て
是
何
人
の
か
ば
ね
と
い
ふ
事
を
し
ら
む
と
。
本
尊
に
祈き

請せ
い

し
け
る
に
。
第
五
日

の
夜
夢
に
人
つ
げ
て
い
は
く
。
是
は
な
ん
ぢ
が
む
か
し
の
骨ほ

ね

也
速

す
み
や
かに
加
持
し
て
。

彼か
の

独と
つ

鈷こ

を
得う

べ
き
な
り
と
云
。
さ
め
て
屍か

ば
ねに

む
か
ひ
て
聲
を
あ
げ
て
加
持
す
る
に
。

か
ば
ね
は
た
ら
き
う
こ
き
て
起お

き

あ
が
り
て
掌

た
な
こ
ゝ
ろを

ひ
ら
き
て
。
獨
鈷
を
浄
蔵
に
あ

た
へ
て
け
り
。
そ
の
ゝ
ち
た
き
ゞ
を
積
て
は
ふ
り
て
。
上
に
石
の
率そ

都と

婆は

を
た
て

け
り
。
件く

た
んの
そ
と
は
。
い
ま
に
か
の
谷
に
あ
り
と
な
ん
。
爰
に
浄
蔵
は
。
多た

生し
や
うの

行
人
な
り
と
云
事
を
し
り
ぬ
。
又
ひ
え
の
や
ま
横
川
に
三
年
こ
も
り
て
六
道
衆
生

の
為
に
。
毎
日
法
花
經
六
部
を
よ
み
。
三
時
の
行き

や
う
ほ
う法を

修し
ゆ

し
六
十
反へ

ん

の
礼ら

い

拝は
い

を
い

た
し
。
廻ゑ

向か
う

し
け
り
。
そ
の
ゝ
ち
護
法
か
た
ち
を
あ
ら
は
し
て
。
花
を
と
り
水
を

く
み
て
給き

う

仕じ

し
た
ま
ひ
け
る
と
そ�

同
住
山
の
比
の
事
に
や
七
月
十
五
日
安
居
の
お

は
る
夜
験
く
ら
へ
を
行
け
る
に
朗
善
和
尚
の
弟
子
に
修
入
と
い
ふ
や
ん
こ
と
な
き人

イ

験
者
に
つ
か
ひ
に
け
り
其
比
は
石
に
護
法
を
は
つ
け
ゝ
り
第
六
の
つ
か
ひ
に
て
先

浄
蔵
出
て
ゐ
る
次
修
入
出
て
ゐ
る
浄
蔵
か
云
生
年
七
歳
よ
り
父
母
の
ふ
と
こ
ろ
を

出
て
山
林
を
家
と
し
て
雲
霧
を
し
き
物
と
す
日
々
に
身
を
く
た
き
夜
々
に
心
を
つ

浄
蔵
法
師
は
や
ん
こ
と
な
き
行
者
也
葛
木
山
に
行
な
ひ
け
る
比
金
剛
山
の
谷
に
大

な
る
死
人
の
か
は
ね
有
け
り
頭
手
足
つ
ゝ
き
て
ふ
し
た
り
苔
青
く
生
て
石
を
枕
に

せ
り
手
ニ
獨
鈷
を
に
き
り
た
り
金
色
さ
ひ
す
し
て
き
ら
め
き
た
り
浄
蔵
大
ニ
あ
や
し

み
て
其
谷
に
留
て
こ
れ
何
人
の
か
は
ね
と
い
ふ
事
を
し
ら
ん
と
本
尊
に
祈
請
し
け

る
に
第
五
日
の
夜
夢
ニ
人
告
て
い
は
く
こ
れ
は
汝
か
昔
の
骨
也
速
に
加
持
し
て
。
彼

独
鈷
を
得
ヘ
き
な
り
と
い
ふ
さ
め
て
か
は
ね
に
向
て
聲
を
あ
け
て
加
持
す
る
に
か

は
ね
は
た
ら
き
う
こ
き
て
お
き
あ
か
り
て
掌
を
開
て
獨
鈷
を
浄
蔵
に
あ
た
へ
て
け

り
其
後
薪
を
積
て
は
ふ
り
て
う
へ
に
石
の
率
都
婆
を
た
て
た
り
件
そ
と
は
い
ま
に

彼
谷
に
あ
り
と
な
ん
こ
ゝ
に
浄
蔵
は
多
生
の
行
人
な
り
と
云
事
を
し
り
ぬ
又
比
叡

山
横
河
に
三
年
こ
も
り
て
六
道
衆
生
の
た
め
に
毎
日
法
華
經
六
部
を
よ
み
三
時
の

行
し
て
花
を
と
り
水
を
汲
て
給
仕
し
給
け
り
同
住
山
の
比
の
事
に
や
七
月
十
五
日

安
居
の
お
は
る
夜
験
く
ら
へ
を
行
け
る
に
朗
善
和
尚
の
弟
子
に
修
入
と
い
ふ
や
ん

こ
と
な
き人

イ

験
者
に
つ
か
ひ
に
け
り
其
比
は
石
に
護
法
を
は
つ
け
ゝ
り
第
六
の
つ
か

ひ
に
て
先
浄
蔵
出
て
ゐ
る
次
修
入
出
て
ゐ
る
浄
蔵
か
云
生
年
七
歳
よ
り
父
母
の
ふ

と
こ
ろ
を
出
て
山
林
を
家
と
し
て
雲
霧
を
し
き
物
と
す
日
々
に
身
を
く
た
き
夜
々

に
心
を
つ
い
や
す
ね
ん
こ
ろ
に
肝
膽
を
く
た
ひ
て
ま
た
く
身
命
を
お
し
ま
す
こ
れ

あ
へ
て
名
利
の
た
め
に
せ
す
無
上
菩
提
の
た
め
な
り
も
し
我
を
し
ら
は
は
く
の
石

わ
た
す
へ
し
と
い
ふ
其
時
は
く
の
石
飛
出
て
お
ち
あ
か
る
事
鞠
の
こ
と
し
こ
ゝ
に

【
資
料
】『
昔
物
語
治
聞
集
』
に
お
け
る
大
幅
な
削
除
例

	
※�

上
段
に
『
古
今
著
聞
集
』
本
文
を
掲
出
し
た
。
引
用
は
、
九
条
家
旧
蔵
本
（
現
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
）
本
に
拠
る
。

	
※�
下
段
に
『
昔
物
語
治
聞
集
』
本
文
を
掲
出
し
た
。
引
用
は
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
本
に
拠
る
。
削
除
さ
れ
た
箇
所
は
『
古
今
著
聞
集
』
か
ら
引
用
し
、
二
重
取
り

消
し
線
を
施
し
た
。
な
お
、（ 

）
内
は
左
訓
で
あ
る
。
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い
や
す
ね
ん
こ
ろ
に
肝
膽
を
く
た
ひ
て
ま
た
く
身
命
を
お
し
ま
す
こ
れ
あ
へ
て
名

利
の
た
め
に
せ
す
無
上
菩
提
の
た
め
な
り
も
し
我
を
し
ら
は
は
く
の
石
わ
た
す
へ

し
と
い
ふ
其
時
は
く
の
石
飛
出
て
お
ち
あ
か
る
事
鞠
の
こ
と
し
こ
ゝ
に
修
入
い
は

く
は
く
の
石
は
な
は
た
物
さ
は
か
し
は
や
く
落
居
給
へ
と
詞
に
随
て
則
し
つ
ま
り

ぬ
大
威
徳
咒
を
み
て
ゝ
暫
加
持
す
る
に
あ
へ
て
は
た
ら
か
す
浄
蔵
又
云
衆
命
に
よ

り
て
忝
モ
禅
師
ニ
つ
か
ひ
た
て
ま
つ
り
禅
下
行
業
年
ふ
か
く
し
て
観
念
よ
は
ひ
か

た
ふ
け
り
其
威
徳
を
み
る
に
す
て
に
在
世
の
摩
訶
迦
葉
ニ
お
な
し
あ
へ
て
驗
を
尊

者
に
あ
ら
そ
ひ
た
て
ま
つ
る
に
あ
ら
す
た
ゝ
三
寶
の
證
明
を
あ
ら
は
さ
ん
か
た
め

な
り
と
い
ひ
て
常
在
霊
鷲
山
の
句
を
あ
く
そ
の
こ
ゑ
雲
を
ひ
ゝ
か
し
て
き
く
人
心

肝
を
く
た
く
其
時
は
く
の
石
又
勅動

お
と
り
て
つ
ゐ
に
中
よ
り
わ
れ
て
両
人
の
ま
へ

に
お
ち
居
ぬ
二
人
と
も
に
座
を
立
て
互
に
を
か
み
て
入
に
け
り
み
る
人
涙
を
な
か

さ
す
と
い
ふ
事
な
し

第
十
九　

清
水
寺
の
額か

く

彩さ
い

色し
き

て
不
思
義
あ
る
事
（
巻
一
）

む
か
し
大
納
言
な
る
人
の
若
君き

み

を
。
清
水
寺
法
師
に
や
し
な
は
せ
け
り
。
父ち

ゝ

も
し

ら
ざ
り
け
れ
ば
。
母
の
さ
た
に
て
。
養

や
し
な
はせ
け
る
に
。
乳め

の
と母
法
師
に
な
し
て
。
清
水

寺
の
寺
僧
に
な
し
て
。
名
を
は
大
納
言
大
別へ

つ

當た
う 

ど
［
マ
マ
］

 

そ
い
ひ
け
る
。
う
ち
な
か
り

け
る
名
な
り
か
し
。
件く

た
んの

僧
も
つ
て
の
外
に
能の

う

書し
よ

を
好こ

の
みて

。
心
は
か
り
は
た
し
な

み
て
。
我
は
と
お
も
ひ
た
り
け
る
。
當た

う

寺じ

の
額が

く

は
。
侍し

従ゞ
う

大
納
言
行か

う

成せ
い

の
か
き
給

へ
る
也
。
年
ひ
さ
し
く
な
り
て
。
文
字じ

み
な
き
え
て
。
か
た
ば
か
り
見
ゆ
る
を
。

此
大
納
言
。
大
別
當
。
文
字
の
み
な
き
え
た
り
。
我
修し

ゆ

復ふ
く

せ
ん
と
い
へ
ば
。�

り
け

る
名
な
り
か
し
件
の
僧
以
外
に
能
書
を
好
て
心
は
か
り
は
た
し
な
み
て
わ
れ
は
と

そ
思
た
り
け
る
當
寺
の
額
は
侍
従
大
納
言
行
成
の
書
給
へ
る
な
り
年
久
く
成
て
文

修
入
い
は
く
は
く
の
石
は
な
は
た
物
さ
は
か
し
は
や
く
落
居
給
へ
と
詞
に
随
て
則

し
つ
ま
り
ぬ
大
威
徳
咒
を
み
て
ゝ
暫
加
持
す
る
に
あ
へ
て
は
た
ら
か
す
浄
蔵
又
云

衆
命
に
よ
り
て
忝
モ
禅
師
ニ
つ
か
ひ
た
て
ま
つ
り
禅
下
行
業
年
ふ
か
く
し
て
観
念
よ

は
ひ
か
た
ふ
け
り
其
威
徳
を
み
る
に
す
て
に
在
世
の
摩
訶
迦
葉
ニ
お
な
し
あ
へ
て

驗
を
尊
者
に
あ
ら
そ
ひ
た
て
ま
つ
る
に
あ
ら
す
た
ゝ
三
寶
の
證
明
を
あ
ら
は
さ
ん

か
た
め
な
り
と
い
ひ
て
常
在
霊
鷲
山
の
句
を
あ
く
そ
の
こ
ゑ
雲
を
ひ
ゝ
か
し
て
き

く
人
心
肝
を
く
た
く
其
時
は
く
の
石
又
勅動

お
と
り
て
つ
ゐ
に
中
よ
り
わ
れ
て
両
人

の
ま
へ
に
お
ち
居
ぬ
二
人
と
も
に
座
を
立
て
互
に
を
か
み
て
入
に
け
り
み
る
人
涙

を
な
か
さ
す
と
い
ふ
事
な
し

大
納
言
な
る
人
の
若
公
を
清
水
寺
法
師
に
養
せ
け
り
父
も
し
ら
さ
り
け
れ
は
母
の

さ
た
に
て
や
し
な
は
せ
け
る
に
乳
母
法
師
に
な
し
て
清
水
寺
の
寺
僧
に
な
し
て
名

を
は
大
納
言
大
別
當
と
そ
い
ひ
け
る
こ
ち
な
か
り
け
る
名
な
り
か
し
件
の
僧
以
外

に
能
書
を
好
て
心
は
か
り
は
た
し
な
み
て
わ
れ
は
と
そ
思
た
り
け
る
當
寺
の
額
は

侍
従
大
納
言
行 

成
の
書
給
へ
る
な
り
年
久
く
成
て
文
字
み
な
き
え
て
か
た
は
か
り
み

ゆ
る
を
こ
の
大
納
言
大
別
當
文
字
の
み
な
消
う
せ
ぬ
と
き
わ
れ
修
復覆

せ
ん
と
い
へ

り
け
る
名
な
り
か
し
件
の
僧
以
外
に
能
書
を
好
て
心
は
か
り
は
た
し
な
み
て
わ
れ

は
と
そ
思
た
り
け
る
當
寺
の
額
は
侍
従
大
納
言
行 

成
の
書
給
へ
る
な
り
年
久
く
成
て

文
字
み
な
き
え
て
か
た
は
か
り
み
ゆ
る
を
こ
の
大
納
言
大
別
當
文
字
の
み
な
消
う
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せ
ぬ
と
き
わ
れ
修
復覆

せ
ん
と
い
へ
り
け
る
名
な
り
か
し
件
の
僧
以
外
に
能
書
を
好

て
心
は
か
り
は
た
し
な
み
て
わ
れ
は
と
そ
思
た
り
け
る
當
寺
の
額
は
侍
従
大
納

言 
行 
成
の
書
給
へ
る
な
り
年
久
く
成
て
文
字
み
な
き
え
て
か
た
は
か
り
み
は
古
老
の

寺
僧
等
さ
し
も
や
ん
こ
と
な
き
人
の
筆
跡
を
は
い
か
ゝ
た
や
す
く
と
め
給
は
ん
と

か
た
ふ
き
あ
ひ
け
れ
は
い
か
な
る
聖
跡
重
寶
な
り
と
も
あ
と
か
た
な
く
消
う
せ
ん

に
は
な
に
の
益
か
あ
ら
ん
別
し
て
わ
た
く
し
の
點
を
も
く
は
へ
は
し
そ
憚
も
あ
ら

め
か
た
は
か
り
も
そ
の
跡
の
み
ゆ
る
時
も
と
の
文
字
の
上
を
と
め
て
あ
さ
や
か
に

な
さ
ん
は
な
に
の
難
か
あ
ら
ん
ふ
る
き
仏
に
も
は
く
を
は
を
す
そ
か
し
な
と
と
い

へ
は
ま
こ
と
に
さ
も
あ
り
と
て
ゆ
る
し
て
け
り
其
時
額
を
は
な
ち
て
あ
ら
た
に
地

彩
色
し
て
文
字
の
う
へ
と
め
て
け
り
か
ゝ
る
程
に
つ
き
の
日
俄
に
雷
電
お
ひ
た
ゝ

し
く
し
て
其
額
を
雨
そ
ゝ
き
て
み
な
す
み
を
洗
て
た
ゝ
も
と
の
様
に
な
し
て
け
り

ふ
思
儀
の
事
也
い
か
な
る
よ
こ
雨
に
も
か
く
額
の
ぬ
る
ゝ
事
は
な
き
に
そ
の
う
へ

た
と
ひ
雨
に
ぬ
れ
ん
か
ら
に
や
か
て
す
こ
し
も
も
と
に
た
か
は
す
彩
色
も
文
字
も

消
う
す
へ
き
事
か
は
こ
れ
は
た
ゝ
事
に
あ
ら
す
お
そ
ろ
し
き
わ
さ
な
り
と
い
ひ
て

の
ゝ
し
る
ほ
と
に
四
五
日
を
へ
て
か
の
大
納
言
大
別
當
爰夭

亡
し
に
け
る
と
な
ん

字
み
な
き
え
て
か
た
は
か
り
み
は�

古こ

老ら
う

の
寺
僧
等
さ
し
も
や
ん
こ
と
な
き
人
の
筆

跡
を
ば
い
か
ゞ
た
や
す
く
と
め
給
は
ん
と
。
か
た
ふ
き
あ
ひ
け
れ
は
。
い
か
な
る

手し
ゆ

跡せ
き

重ち
よ
う
ほ
う

寶
な
り
と
も
。
跡あ

と

か
た
な
く
き
え
う
せ
ん
に
は
。
何
の
益ゑ

き

か
あ
ら
ん
。
別べ

つ

し
て
私

わ
た
く
しの

點て
ん

を
も
く
は
へ
ば
こ
そ
。
憚は

ゝ
かり

も
あ
ら
め
。
か
た
ば
か
り
も
そ
の
跡
の

見
ゆ
る
と
き
。
も
と
の
文も

字じ

の
う
へ
を
と
め
て
。
あ
ざ
や
か
に
な
さ
れ
む
は
。
な

に
の
難な

ん

か
あ
ら
む
。
古ふ

る

き
仏
に
も
。
は
く
を
ば
を
す
ぞ
か
し
な
ど
と
い
へ
ば
。
ま

こ
と
に
さ
も
あ
り
と
て
ゆ
る
し
て
け
り
。
そ
の
と
き
額が

く

を
。
は
な
ち
て
。
あ
し
た

に
地
彩さ

い

色し
き

し
て
。
文
字
の
う
へ
と
め
て
け
り
。
か
ゝ
る
ほ
ど
に
。
次
の
日
俄に

は
かに

雷ら
い

電て
ん

お
び
た
ゝ
し
く
し
て
。
其
額が

く

を
雨
そ
ゝ
き
て
。
皆
墨す

み

を
洗あ

ら

ひ
て
。
只
本も

と

の
や
う

に
な
し
て
け
り
。
ふ
し
ぎ
の
事
な
り
。
い
か
な
る
よ
こ
雨
に
も
。
か
く
額が

く

の
ぬ
る
ゝ

事
は
な
き
に
。
そ
の
う
へ
た
と
ひ
雨
に
ぬ
れ
ん
か
ら
に
。
や
が
て
す
こ
し
も
も
と

に
た
が
は
す
。
彩さ

い

色し
き

も
文も

字し

も
消き

え

う
す
へ
き
事
か
は
。
こ
れ
は
た
ゞ
こ
と
に
あ
ら

ず
。
お
そ
ろ
し
き
わ
ざ
な
り
と
い
ひ
て
。
の
ゝ
し
る
ほ
ど
に
。
四
五
日
を
へ
て
。

か
の
大
納
言
大
別へ

つ

當た
う

。
夭わ

ざ
はひ

に
あ
ひ
て
ほ
ろ
び
亡
し
に
け
る
と
な
ん

第
廾
春か

す

日が

の
御
告つ

げ

に
て
伊こ

れ

房ふ
さ

額が
く

を
書
事
（
巻
一
）

�

行
成
卿
い
ま
た
殿
上
人
の
比
殿
上
に
て
扇
合
と
云
事
あ
り
け
る
に
人
々
珠
玉
を
か

さ
り
金
銀
を
み
か
き
て
我
お
と
ら
し
と
い
と
な
み
あ
へ
り
け
り
彼
卿
は
く
ろ
く
ぬ

り
た
る
ほ
そ
ほ
ね
に
黄
な
る
紙
は
り
て
樂
府
の
要
文
を
真
草
に
う
ち
ま
せ
て
と
こ

ろ
〳
〵
書
て
い
た
さ
れ
た
り
け
る
を
御
門
御
ら
ん
せ
ら
れ
て
此
扇
こ
そ
い
つ
れ
に

も
す
く
れ
た
れ
と
て
御
所
に
と
め
ら
れ
け
る
と
か
や�

む
か
し
行か

う
せ
い
き
や
う

成
卿
と
て
能の

う

書し
よ

有

け
り
。
彼か

の

卿
の
孫ま

ご

に
帥そ

ち
ノ中

納
言
こ
れ
ふ
さ
と
て
を
は
し
け
る
。
こ
れ
も
い
み
じ
き

手て

書か
き

な
り
け
り
。
春
日
大
明
神
の
示じ

現け
ん

に
よ
り
て
御
經
蔵
と
い
ふ
額
を
一
枚
か
き

行
成
卿
い
ま
た
殿
上
人
の
比
殿
上
に
て
扇
合
と
云
事
あ
り
け
る
に
人
々
珠
玉
を
か

さ
り
金
銀
を
み
か
き
て
我
お
と
ら
し
と
い
と
な
み
あ
へ
り
け
り
彼
卿
は
く
ろ
く
ぬ

り
た
る
ほ
そ
ほ
ね
に
黄
な
る
紙
は
り
て
樂
府
の
要
文
を
真
草
に
う
ち
ま
せ
て
と
こ

ろ
く
書
て
い
た
さ
れ
た
り
け
る
を
御
門
御
ら
ん
せ
ら
れ
て
此
扇
こ
そ
い
つ
れ
に
も

す
く
れ
た
れ
と
て
御
所
に
と
め
ら
れ
け
る
と
か
や
彼
卿
の
孫
に
帥
中
納
言
伊
房
と

て
を
は
し
け
る
も
い
み
し
き
手
書
な
り
け
り
春
日
大
明
神
の
示
現
に
と
り
て
御
經

蔵
と
い
ふ
額
を
一
枚
書
て
を
き
給
た
り
け
れ
は
只
今
う
つ
へ
き
經
蔵
も
な
け
れ
は
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い
ま
あ
る
や
う
あ
ら
ん
す
ら
ん
と
て
置
た
り
け
る
ほ
と
に
帥
も
う
せ
給
て
の
ち
建遥

に

年
月
蟎隔

り
て
思
の
ほ
か
に
公
家
よ
り
一
切
經
を
安
置
し
て
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
る
い

み
し
き
手
書
な
り
け
り
春
日
大
明
神
の
示
現
に
と
り
て
御
經
蔵
と
い
ふ
額
を
一
枚

書
て
を
き
給
た
り
け
れ
は
只
今
う
つ
へ
き
經
蔵
も
な
け
れ
は
い
ま
あ
る
や
う
あ
ら

ん
す
ら
ん
と
て
置
た
り
け
る
ほ
と
に
帥
も
う
せ
給
て
の
ち
建遥

に

年
月
蟎隔

り
て
思
の
ほ

か
に
公
家
よ
り
一
切
經
を
安
置
し
て
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
る
時
た
れ
か
額
を
は
書
へ

き
と
沙
汰
あ
り
け
る
に
彼
帥
の
子
孫
の
中
よ
り
か
ゝ
る
事
あ
り
て
か
の
帥
書
を
け

る
額
あ
り
と
て
取
出
さ
れ
た
り
け
れ
は
う
た
れ
け
る
こ
そ
神
慮
ニ
叶
て
あ
り
け
る

事
や
ん
こ
と
な
く
お
ほ
ゆ
れ

て
を
き
給
た
り
け
れ
ば
。
た
ゞ
い
ま
う
つ
べ
き
經
蔵
も
な
け
れ
ば
。
い
か
さ
ま
や

う
あ
ら
む
ず
ら
ん
と
て
置
た
り
け
る
ほ
ど
に
。
帥そ

つ

も
う
せ
た
ま
ひ
て
後
。
は
る
か

に
と
し
月
へ
だ
ゝ
り
て
。
思
ひ
の
外
に
公く

家け

よ
り
一－

切さ
い

經
を
安あ

ん

置ぢ

し
て
ま
い
ら
せ

ら
れ
け
る
時
。
誰た

れ

か
額が

く

を
は
書
べ
き
と
沙さ

汰た

あ
り
け
る
に
。
彼か

の�

帥
の
子
孫
の
中
よ
り

か
ゝ
る
事
あ
り
て
か
の�

帥
か
き
を
け
る
額
あ
り
と
て
。
と
り
出
さ
れ
た
り
け
れ
ば

う
た
れ
け
る
こ
そ
。
神
慮り

よ

に
か
な
ひ
て
あ
り
け
る
事
。
や
む
こ
と
な
く
お
ほ
ゆ
れ

第
四　

佐さ
い

伯き

氏う
ち

長な
か

強か
う

力り
き

の
女
に
あ
ふ
事
（
巻
二
）

む
か
し
さ
い
き
。
う
ち
な
が
と
い
ふ
人
有
。
は
じ
め
て
相す

ま
ひ撲

の
せ
ち
に
め
さ
れ
て
。

ゑ
ち
ぜ
ん
の
國
よ
り
の
ほ
り
け
る
時
。
あ
ふ
み
の
國
。
た
か
し
ま
郡

こ
ほ
り

石い
し

橋は
し

を
過す

ぎ

侍

り
け
る
に
。
き
よ
げ
な
る
女
の
。
河
の
水
を
く
み
て
。
み
づ
か
ら
い
た
ゞ
き
て
ゆ

く
女
あ
り
け
り
。
う
ぢ
な
が
き
つ
と
見
る
に
。
こ
ゝ
ろ
う
ご
き
て
。
た
ゞ
に
う
ち

す
ぐ
べ
き
こ
ゝ
ち
せ
ざ
り
け
れ
ば
。
馬
よ
り
お
り
て
。
女
の
桶お

け

と
ら
へ
た
る
か
い

な
の
も
と
へ
。
手
を
さ
し
や
り
た
り
け
る
に
。
女
う
ち
笑ゑ

み

て
。
す
こ
し
も
も
て
は

な
れ
た
る
け
し
き
も
な
か
り
け
れ
ば
。
い
と
〳
〵
わ
り
な
く
覚
え
て
。
か
い
な
を

ひ
し
と
に
ぎ
り
た
り
け
る
時
。
桶
を
ば
。
は
づ
し
て
。
氏う

ち

長な
か

か
手
を
腰こ

し

に
は
さ
み

て
け
り
。
氏
長
興け

う

あ
り
て
お
も
ふ
ほ
ど
に
。
や
ゝ
ひ
さ
し
く
な
れ
と
も
。
い
か
に

も
此
手
を
は
な
た
ざ
り
け
り
。
ひ
き
ぬ
か
ん
と
す
れ
ば
。
い
と
ゞ
つ
よ
く
は
さ
み

て
。
す
こ
し
も
ひ
き
は
な
つ
べ
く
も
な
け
れ
ば
。
ち
か
ら
を
よ
ば
ず
し
て
。
お
め

〳
〵
と
女
の
ゆ
く
に
し
た
が
ひ
て
行
に
。
女
家
に
入
ぬ
。
水
打
を
き
て
後の

ち

。
手
を

は
づ
し
て
。
う
ち
わ
ら
ひ
て
。
さ
る
に
て
も
。
い
か
な
る
人
に
て
。
か
く
は
し
給

へ
る
ぞ
と
い
ふ
け
し
き
こ
と
が
ら
。
ち
か
ま
さ
り
し
て
。
た
へ
が
た
く
思
け
り
。

佐
伯
氏
長
は
し
め
て
相
撲
の
節
に
め
さ
れ
て
越
前
國
よ
り
の
ほ
り
け
る
時
近
江
國

高
嶋
郡
石
橋
を
過
侍
け
る
に
き
よ
け
な
る
女
の
河
の
水
を
汲
て
み
つ
か
ら
い
た
ゝ

き
て
行
女
あ
り
け
り
氏
長
き
と
見
る
に
心
う
こ
き
て
た
ゝ
に
う
ち
過
へ
き
心
ち
せ

さ
り
け
れ
は
馬
よ
り
下
て
女
の
桶
と
ら
へ
た
る
か
ひ
な
の
も
と
へ
手
を
さ
し
や
り

た
り
け
る
に
女
う
ち
咲
て
す
こ
し
も
も
て
は
な
れ
た
る
け
し
き
も
な
か
り
け
れ
は  

い
と
〳
〵
わ
り
な
く
覚覚

え
て
か
い
な
を
ひ
し
と
に
き
り
た
り
け
る
時
桶
を
は
は
つ

し
て
氏
長
か
手
を
脇
ニ
は
さ
み
て
け
り
氏
長
興
あ
り
て
お
も
ふ
ほ
と
に
良
久
し
く

な
れ
共
い
か
に
も
こ
の
手
を
は
な
た
さ
り
け
り
ひ
き
ぬ
か
ん
と
す
れ
は
い
と
ゝ
つ

よ
く
は
さ
み
て
す
こ
し
も
引
は
な
つ
へ
く
も
な
け
れ
は
力
を
よ
は
す
し
て
お
め
〳
〵

と
女
の
行
に
し
た
か
ひ
て
ゆ
く
に
女
家
に
入
ぬ
水
う
ち
を
き
て
の
ち
手
を
は
つ
し

て
う
ち
わ
ら
ひ
て
さ
る
に
て
も
い
か
な
る
人
に
て
か
く
は
し
た
ま
へ
る
そ
と
い
ふ

け
し
き
事
か
ら
ち
か
ま
さ
り
し
て
た
へ
か
た
く
覚
け
り
わ
れ
は
越
前
國
の
者
也
相

撲
の
節
と
い
ふ
事
あ
り
て
力
つ
よ
き
物
を
國
々
よ
り
め
さ
る
ゝ
中
に
入
て
ま
い
る

な
り
と
か
た
ら
ふ
を
聞
て
女
う
な
つ
き
て
あ
ふ
な
き
事
に
こ
そ
侍
な
れ
王
城
は
ひ
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ろ
け
れ
は
世
に
す
く
れ
た
ら
ん
大
力
も
侍
ら
ん
御
身
も
い
た
く
の
か
ひ
な
し
に
て

は
な
け
れ
と
も
さ
程
の
大
事
ニ
逢
へ
き
器
に
は
あ
ら
す
か
く
見
参
し
そ
む
る
も
可

然
事
也
彼
節
の
期
日
は
る
か
な
ら
は
こ
ゝ
に
三
七
日
逗
留
し
給
へ
其
程
に
ち
と
と

り
か
ひ
た
て
ま
つ
ら
む
と
い
へ
は
日
数
も
あ
り
け
り
。
く
る
し
か
ら
し
と
お
も
ひ

て
心
の
と
ゝ
ま
る
ま
ゝ
に
い
ふ
に
し
た
か
ひ
て
と
ゝ
ま
り
に
け
り
そ
の
夜
よ
り
こ

は
き
飯
を
お
ほ
く
し
て
く
は
せ
け
り
女
み
つ
か
ら
其
飯
を
に
き
り
て
く
は
す
る
に

す
こ
し
も
く
ひ
に
ら
れ
さ
り
け
り
は
し
め
の
七
日
は
す
へ
て
ゑ
く
ひ
わ
ら
さ
り
け

る
ゝ
次
の
七
日
よ
り
は
や
う
〳
〵
く
ひ
わ
ら
れ
け
り
第
三
七
日
よ
り
そ
う
る
は
し

う
は
く
ひ
け
る
か
く
三
七
日
か
間
よ
く
い
た
は
り
や
し
な
ひ
て
い
ま
は
と
く
の
ほ

り
給
へ
此
う
へ
は
さ
り
と
も
と
こ
そ
お
ほ
ゆ
れ
と
い
ひ
て
の
ほ
せ
け
り
い
と
め
つ

ら
か
な
る
事
な
り
か
し
件
多
髙
嶋
の
お
ほ
井
子
は
田
な
と
お
ほ
く
も
ち
た
り
け
り

田
に
水
ま
か
す
る
比
村
人
水
を
論
し
て
と
か
く
あ
ら
そ
ひ
て
お
ほ
井
子
か
田
に
は

あ
て
つ
け
さ
り
け
る
時
お
ほ
井
子
夜
に
か
く
れ
て
お
も
て
の
ひ
ろ
さ
六
七
尺
は
か

り
な
る
石
の
四
方
な
る
を
も
て
来
り
て
彼
水
口
に
（
を
）
き
て
人
の
田
へ
行
水
を

せ
き
て
我
田
へ
ゆ
く
や
う
に
よ
こ
さ
ま
に
き
て
け
れ
は
水
お
も
ふ
さ
ま
に
せ
か
れ

て
田
う
る
お
ひ
に
け
り
其
朝
村
人
と
も
み
て
驚
あ
さ
む
事
か
き
り
な
し
石
を
引
の

け
む
と
す
れ
は
百
人
は
か
り
し
て
も
か
な
ふ
へ
か
ら
す
さ
せ
は
田
み
な
ふ
み
そ
む

せ
ら
れ
ぬ
へ
し
い
か
ゝ
せ
む
す
る
と
て
村
人
お
ほ
井
子
ニ
降
を
こ
い
て
今
よ
り
後

は
お
ほ
し
め
さ
む
程
水
を
は
ま
か
せ
侍
へ
し
此
石
の
け
給
へ
と
い
ひ
け
れ
は
さ
そ

お
ほ
ゆ
る
と
て
又
夜
に
か
く
れ
て
引
の
け
て
け
り
其
後
は
な
か
く
水
論
す
る
事
な

く
て
田
や
く
る
事
な
か
り
け
り
こ
れ
そ
大
井
子
か
力
あ
ら
は
し
そ
む
る
は
し
め
成

け
る
件
石
お
ほ
井
こ
か
水
口
石
と
て
か
の
こ
ほ
り
に
い
ま
た
侍
り
〈
私
云
大
井
子

は
何
様
な
る
／
物
と
も
不
見
可
尋
之
〉

我
は
ゑ
ち
ぜ
ん
の
國
の
者
な
り
。
相す

ま
ひ撲
の
節せ

ち

と
い
ふ
事
あ
り
て
。
ち
か
ら
つ
よ
き

も
の
を
。
國
々
よ
り
め
さ
る
ゝ
中
に
。
入
て
ま
い
る
也
と
か
た
ら
ふ
を
聞
て
。
女

う
な
づ
き
て
。
あ
ぶ
な
き
事
に
こ
そ
侍
る
な
れ
。
王わ

う
し
や
う城は

ひ
ろ
け
れ
ば
。
世
に
す

ぐ
れ
た
ら
む

力り
き

も
侍は

む
へら

ん
。
御
身
も
。
い
た
く
の
か
ひ
な
し
に
て
は
な
け
れ
ど

も
。
さ
ほ
ど
の
大
事
に
あ
ふ
べ
き
器

う
つ
は
も
のに

は
あ
ら
ず
。
か
く
見け

ん

参さ
ん

し
そ
む
る
も
。

し
か
る
べ
き
事
也
。
か
の
節せ

ち

の
期ご

に
ち日
は
。
と
ま
り
な
ら
ば
。
こ
ゝ
に
三
七
日
逗と

う

留り
う

し
給
へ
。
そ
の
ほ
ど
に
。
ち
と
。
と
り
か
ひ
奉
ら
ん
と
い
へ
ば
。
日
数
も
あ
り
け

り
。
く
る
し
か
ら
じ
と
お
も
ひ
て
。
こ
ゝ
ろ
の
と
ゞ
ま
る
ま
ゝ
に
。
い
ふ
に
し
た

が
ひ
て
と
ゞ
ま
り
に
け
り
。
そ
の
夜
よ
り
。
こ
は
き
飯い

ひ

を
お
ほ
く
し
て
く
は
せ
け

り
。
女
み
づ
か
ら
そ
の
飯
を
に
ぎ
り
て
く
は
す
る
に
。
す
こ
し
も
喰
わ
ら
れ
ざ
り

け
り
。
は
じ
め
の
七
日
は
。
す
べ
て
え
く
ひ
わ
ら
ざ
り
け
る
が
。
次つ

ぎ

の
七
日
よ
り

は
。
や
う
〳
〵
く
ひ
わ
ら
れ
け
り
。
第
三
七
日
よ
り
ぞ
。
う
る
は
し
う
は
く
ひ
け

る
。
か
く
三
七
日
が
間
。
よ
く
い
た
は
り
や
し
な
ひ
て
。
今
は
と
く
の
ぼ
り
給
へ
。

此
う
へ
は
。
さ
り
と
も
と
こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
と
い
ひ
て
の
ほ
り
け
り
。
い
と
め
づ
ら

か
な
る
事
な
り
か
し�

件
多
髙
嶋
の
お
ほ
井
子
は
田
な
と
お
ほ
く
も
ち
た
り
け
り
田

に
水
ま
か
す
る
比
村
人
水
を
論
し
て
と
か
く
あ
ら
そ
ひ
て
お
ほ
井
子
か
田
に
は
あ

て
つ
け
さ
り
け
る
時
お
ほ
井
子
夜
に
か
く
れ
て
お
も
て
の
ひ
ろ
さ
六
七
尺
は
か
り

な
る
石
の
四
方
な
る
を
も
て
来
り
て
彼
水
口
に
（
を
）
き
て
人
の
田
へ
行
水
を
せ

き
て
我
田
へ
ゆ
く
や
う
に
よ
こ
さ
ま
に
き
て
け
れ
は
水
お
も
ふ
さ
ま
に
せ
か
れ
て

田
う
る
お
ひ
に
け
り
其
朝
村
人
と
も
み
て
驚
あ
さ
む
事
か
き
り
な
し
石
を
引
の
け

む
と
す
れ
は
百
人
は
か
り
し
て
も
か
な
ふ
へ
か
ら
す
さ
せ
は
田
み
な
ふ
み
そ
む
せ

ら
れ
ぬ
へ
し
い
か
ゝ
せ
む
す
る
と
て
村
人
お
ほ
井
子
ニ
降
を
こ
い
て
今
よ
り
後
は

お
ほ
し
め
さ
む
程
水
を
は
ま
か
せ
侍
へ
し
此
石
の
け
給
へ
と
い
ひ
け
れ
は
さ
そ
お

ほ
ゆ
る
と
て
又
夜
に
か
く
れ
て
引
の
け
て
け
り
其
後
は
な
か
く
水
論
す
る
事
な
く
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叡
山
千
手
院
に
廣
清
と
い
ふ
僧
あ
り
け
り
常
に
法
花
經
を
よ
み
た
て
ま
つ
り
て
極

楽
に
ま
う
て
た
る
よ
し
人
の
夢
に
見
え
た
り
没
後
に
彼
墓
所
に
夜
こ
と
に
經
一
部  

よ
む
こ
ゑ
を
こ
た
ら
さ
り
け
り
改
葬
し
て
其
墓
所
を
他
所
に
わ
た
し
た
り
け
る
時

も
猶
經
の
聲
を
こ
た
ら
さ
り
け
り
在
生
の
時
よ
り
執
し
た
て
ま
つ
れ
る
故
に
没
後

も
其
行
を
こ
た
ら
ぬ
也
善
悪
に
つ
け
て
執
心
あ
る
こ
と
は
生
を
へ
た
つ
れ
と
も
か
ゝ

る
に
こ
そ
同
西
塔
の
僧
圓
久
も
こ
の
定
な
り
け
り
但
あ
れ
は
七
々
日
こ
と
に
ぬ
也

善
悪
に
つ
け
て
執
心
あ
る
こ
と
は
生
を
へ
た
つ
れ
と
も
か
ゝ
る
に
こ
そ
同
西
塔
の

僧
圓
久
も
こ
の
定
な
り
け
り
但
あ
れ
は
七
々
日
こ
と
に
よ
み
け
る
と
そ
あ
は
れ
な

る
事
也　

又
壹
睿
と
い
ふ
僧
あ
り
け
り
こ
れ
も
多
年
法
花
經
に
帰
し
て
修
行
し
け

る
あ
ひ
た
紀
伊
国
完
背
山
に
い
た
り
て
宿
し
た
り
け
る
夜
そ
の
人
は
見
え
す
し
て

法
花
經
を
よ
む
こ
ゑ
き
こ
え
け
り
一
部
よ
み
を
は
り
て
經
の
聲
や
み
ぬ
あ
や
し
く

お
も
ひ
て
朝
に
其
程
を
見
る
に
年
序
へ
た
る
白
骨
あ
り
更
に
分
散
せ
す
し
て
正
躰

み
な
つ
ゝ
き
た
り
そ
の
髑
髏
の
中
に
あ
か
き
舌
あ
り
壹
睿
髑
髏
に
向
て
其
因
縁
を

と
ひ
け
れ
は
舌
答
云
我
是
叡
山
の
僧
名
を
は
圓
善
と
い
ひ
き
修
行
の
あ
ひ
た
此
山

に
い
た
り
て
夭
亡
す
前
生
に
法
花
經
六
万
部
を
よ
み
た
て
ま
つ
ら
ん
と
願
を
お
こ

し
て
生
分
は
既
に
を
は
り
に
た
り
は
か
ら
さ
る
に
生
を
へ
た
つ
と
い
へ
と
も
其
願

を
誦
満
せ
む
か
た
め
に
猶
誦
す
る
也
今
年
す
て
に
よ
み
を
は
り
て
ま
さ
に
兜
率
内

院
に
生
す
へ
し
と
い
ひ
け
り
壹
睿
此
事
を
き
ゝ
て
礼
拜
を
な
し
て
さ
り
に
け
り
か

て
田
や
く
る
事
な
か
り
け
り
こ
れ
そ
大
井
子
か
力
あ
ら
は
し
そ
む
る
は
し
め
成
け

る
件
石
お
ほ
井
こ
か
水
口
石
と
て
か
の
こ
ほ
り
に
い
ま
た
侍
り
〈
私
云
大
井
子
は

何
様
な
る
／
物
と
も
不
見
可
尋
之
〉

第
二
十
二
千
手
院
廣く

は
う
せ
い清が

墓は
か

に
霊れ

い

魂こ
ん

經
を
讀よ

む

事
（
巻
三
）

む
か
し
ひ
え
の
や
ま
。
せ
ん
じ
ゆ
ゐ
ん
に
。
廣
清
と
い
ふ
僧
あ
り
け
り
。
つ
ね
に

法
花
經
を
よ
み
奉
り
て
。
極
楽
に
ま
う
で
た
る
よ
し
。
人
の
夢
に
見
え
た
る
。
没も

つ

後ご

に
か
の
墓む

所し
よ

（
は
か
）
に
。
夜
ご
と
に
經
一
部ふ

よ
む
聲
お
こ
た
ら
ざ
り
け
り
。

改か
い

葬さ
う

し
て
。
其
墓
所
を
他た

所し
よ

に
わ
た
し
た
り
け
る
時
も
。
な
を
經
の
聲
お
こ
た
ら

ざ
り
け
り
。
在さ

い
し
や
う生の
時
よ
り
執し

う

し
奉
れ
る
故ゆ

へ

に
。
没も

つ

後こ

に
も
。
其
行き

や
うお
こ
た
ら
ぬ

な
り
。
善せ

ん

悪あ
く

に
つ
け
て
。
し
う
し
ん
あ
る
事
は
生し

や
うを
へ
だ
つ
れ
ど
も
か
ゝ
る
に
こ

そ�

同
西
塔
の
僧
圓
久
も
こ
の
定
な
り
け
り
但
あ
れ
は
七
々
日
こ
と
に
よ
み
け
る
と

そ
あ
は
れ
な
る
事
也　

又
壹
睿
と
い
ふ
僧
あ
り
け
り
こ
れ
も
多
年
法
花
經
に
帰
し

て
修
行
し
け
る
あ
ひ
た
紀
伊
国
完
背
山
に
い
た
り
て
宿
し
た
り
け
る
夜
そ
の
人
は

見
え
す
し
て
法
花
經
を
よ
む
こ
ゑ
き
こ
え
け
り
一
部
よ
み
を
は
り
て
經
の
聲
や
み

ぬ
あ
や
し
く
お
も
ひ
て
朝
に
其
程
を
見
る
に
年
序
へ
た
る
白
骨
あ
り
更
に
分
散
せ

す
し
て
正
躰
み
な
つ
ゝ
き
た
り
そ
の
髑
髏
の
中
に
あ
か
き
舌
あ
り
壹
睿
髑
髏
に
向

て
其
因
縁
を
と
ひ
け
れ
は
舌
答
云　

我
是
叡
山
の
僧
名
を
は
圓
善
と
い
ひ
き
修
行

の
あ
ひ
た
此
山
に
い
た
り
て
夭
亡
す
前
生
に
法
花
經
六
万
部
を
よ
み
た
て
ま
つ
ら

ん
と
願
を
お
こ
し
て
生
分
は
既
に
を
は
り
に
た
り
は
か
ら
さ
る
に
生
を
へ
た
つ
と

い
へ
と
も
其
願
を
誦
満
せ
む
か
た
め
に
猶
誦
す
る
也
今
年
す
て
に
よ
み
を
は
り
て

ま
さ
に
兜
率
内
院
に
生
す
へ
し
と
い
ひ
け
り
壹
睿
此
事
を
き
ゝ
て
礼
拜
を
な
し
て

さ
り
に
け
り
か
く
の
こ
と
く
の
た
め
し
お
ほ
し
靈
異
記
に
も
熊
野
山
及
金
峯
山
に
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承
安
元
年
七
月
八
日
伊
豆
國
奥
嶋
の
濵
に
船
一
艘
つ
き
た
り
け
り
嶋
人
と
も
難
風

に
吹
よ
せ
ら
れ
た
る
船
そ
と
思
て
行
む
か
ひ
て
見
る
に
陸
地
よ
り
七
八
段
は
か
り

へ
た
て
ゝ
船
を
と
ゝ
め
て
鬼
縄
を
お
ろ
し
て
海
底
の
石
に
四
方
を
つ
な
き
て
後
鬼

八
人
舟
よ
り
お
り
て
海
に
入
て
し
は
し
あ
り
て
岸
に
の
ほ
り
ぬ
嶋
人
粟
酒
を
た
ひ

け
れ
は
の
み
く
ひ
け
る
事
馬
の
こ
と
し
鬼
は
物
い
ふ
こ
と
な
し
其
か
た
ち
身
八
九

お
ろ
し
て
海
底
の
石
に
四
方
を
つ
な
き
て
後
鬼
八
人
舟
よ
り
お
り
て
海
に
入
て
し

は
し
あ
り
て
岸
に
の
ほ
り
ぬ
嶋
人
粟
酒
を
た
ひ
け
れ
は
の
み
く
ひ
け
る
事
馬
の
こ

と
し
鬼
は
物
い
ふ
こ
と
な
し
其
か
た
ち
身
八
九
尺
は
か
り
に
て
髪
は
夜
舟叉

の
こ
と

し
身
の
色
赤
黒
に
て
眼
ま
ろ
く
し
て
猿
の
目
の
こ
と
し
皆
は
た
か
也
身
に
毛
お
い

す
蒲
を
く
み
て
腰
に
ま
き
た
る
身
に
は
や
う
〳
〵
の
物
の
か
た
を
ゑ
り
入
た
り
ま

は
り
に
ふ
く
り
ん
を
か
け
た
り
各
六
七
尺
は
か
り
な
る
杖
を
そ
も
ち
た
り
け
る
嶋

人
の
な
か
に
弓
矢
も
路ろ

た
る
あ
り
け
り
鬼
とこ

ひ
け
り
嶋
人
お
し
み
け
れ
は
鬼
時
を

つ
く
り
て
杖
を
も
ち
て
ま
つ
弓
も
ち
た
る
を
う
ち
こ
ろ
し
つ
を
よ
そ
う
た
る
ゝ
も

の
九
人
か
う
ち
五
人
は
死
ぬ
四
人
は
手
を
負
な
か
ら
い
き
た
り
け
り
そ
の
ゝ
ち
鬼

脇
よ
り
火
を
い
た
し
け
り
嶋
人
み
な
こ
ろ
さ
れ
な
ん
す
と
思
て
神
物
の
弓
矢
を
申

い
た
し
て
鬼
の
も
と
へ
む
か
ひ
た
り
け
れ
は
鬼
う
み
に
入
て
底
よ
り
船
の
も
と
に

い
た
り
て
の
り
ぬ
す
な
は
ち
風
に
む
か
ひ
て
は
し
り
さ
り
ぬ
同
十
月
十
四
日
國
解

を
か
き
て
お
と
し
た
り
け
る
帯
を
く
し
て
國
司
に
た
て
ま
つ
り
た
り
け
り
件
帯
は

蓮
花
王
院
の
寶
蔵
に
を
さ
め
ら
れ
に
け
る
と
か
や

く
の
こ
と
く
の
た
め
し
お
ほ
し
靈
異
記
に
も
熊
野
山
及
金
峯
山
に
誦
經
の
髑
髏
あ

る
よ
し
見
え
た
り
こ
れ
ら
み
な
執
の
ふ
か
き
人
の
い
た
り
也
善
事
は
執
に
ひ
か
れ

て
善
所
に
ま
う
つ
悪
事
に
ふ
か
き
執
こ
そ
よ
し
な
き
事
な
れ

誦
經
の
髑
髏
あ
る
よ
し
見
え
た
り
こ
れ
ら
み
な
執
の
ふ
か
き
人
の
い
た
り
也
善
事

は
執
に
ひ
か
れ
て
善
所
に
ま
う
つ
悪
事
に
ふ
か
き
執
こ
そ
よ
し
な
き
事
な
れ

第
十
伊い

豆つ
の

國く
に

奥お
き
の
し
ま

嶋
へ
鬼お

に

来
る
事
（
巻
四
）

承せ
う
あ
ん安
元
年
七
月
八
日
。
い
づ
の
國
お
き
の
し
ま
の
濵は

ま

に
。
ふ
ね
一
そ
う
つ
き
た
り

け
り
。
嶋し

ま

人
ど
も
難な

ん

風ふ
う

に
吹ふ

き

よ
せ
ら
れ
た
る
ふ
ね
ぞ
と
お
も
ひ
て
。
行
む
か
ひ
て

見
る
に
。
陸く

か

地ち

よ
り
。
七
八
段た

ん

ば
か
り
へ
だ
て
ゝ
。
ふ
ね
を
と
ゞ
め
て
。
鬼お

に

縄な
は

を

お
ろ
し
て
。
海か

い

底て
い

の
石
に
。
四
方
を
つ
な
ぎ
て
。
彼か

の

鬼
八
人
。
ふ
ね
よ
り
お
り
て

海
に
入
て
。
し
ば
し
有
て
岸き

し

に
の
ほ
り
ぬ
。
嶋
人
粟あ

は

酒
を
た
び
け
れ
ば
。
飲の

み

食く
い

け

る
事
馬
の
ご
と
く
。
鬼
は
も
の
い
ふ
事
な
し
。
そ
の
か
た
ち
身
は
八
九
尺
ば
か
り

に
て
。
髪か

み

は
夜や

叉し
や

の
ご
と
し
。
身
の
色い

ろ

あ
か
く
黒く

ろ

に
て
く
。
ま
な
こ
ま
ろ
く
し
て

猿さ
る

の
目
の
ご
と
し
。
皆
は
だ
か
也
。
身
に
も
常
す
。
蒲が

ま

を
く
み
て
腰こ

し

に
ま
き
た
り
。

身
に
は
さ
ま
〳
〵
の
も
の
ゝ
か
た
を
ゑ
り
入
た
り
。
ま
は
り
に
ふ
く
り
ん
を
か
け

て
。
各

を
の
〳
〵

六
七
尺
許は

か
りな

る
つ
え
を
ぞ
も
ち
た
り
け
る
。
嶋
人
の
中
に
。
弓ゆ

み

矢や

も
ち

た
る
も
の
有
け
り
。
鬼
こ
ひ
け
り
る
に
。
嶋
人
惜お

し

み
け
れ
ば
。
鬼
。
と
き
を
つ
く

り
て
。
つ
え
を
も
ち
て
。
先ま

つ

弓
も
ち
た
る
人
を
う
ち
こ
ろ
し
つ
。
を
よ
そ
う
た
る
ゝ

者
。
九
人
が
う
ち
五
人
は
死し

ゝ

ぬ
。
四
人
は
手
を
負お

ひ

な
が
ら
活い

き

た
り
け
り
。
其
後
鬼
。

脇わ
き

よ
り
火
を
出
し
け
り
。
嶋
人
皆
こ
ろ
さ
れ
な
ん
す
と
思
ひ
て
。
神し

ん

物も
つ

の
弓
矢
を

申
出
し
て
。
鬼
の
も
と
へ
む
か
ひ
た
り
け
れ
ば
。
鬼
海
に
入
て
。
底そ

こ

よ
り
舟
の
も

と
に
い
た
り
て
乗の

り

ぬ
。
す
な
は
ち
風
に
む
か
ひ
て
は
し
り
さ
り
ぬ�

同
十
月
十
四
日

國
解
を
か
き
て
お
と
し
た
り
け
る
帯
を
く
し
て
國
司
に
た
て
ま
つ
り
た
り
け
り
件

帯
は
蓮
花
王
院
の
寶
蔵
に
を
さ
め
ら
れ
に
け
る
と
か
や
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土
御
門
院
は
し
め
て
百
首
を
よ
ま
せ
お
は
し
ま
し
て
宮
内
卿
家
隆
朝
臣
の
も
と
へ

み
せ
に
つ
か
は
さ
れ
た
り
け
る
か
あ
ま
り
に
目
出
く
不
思
議
に
お
ほ
え
け
れ
は
御

製
の
よ
し
を
は
い
かは

て
な
に
と
な
き
人
の
詠
の
や
う
に
も
て
な
し
て
定
家
朝
臣
の

も
と
へ
點
を
こ
ひ
に
や
り
た
り
け
れ
は
合
點
し
て
褒
美
の
詞
な
と
書
付
侍
と
て
懐

舊
の
御
哥
を
み
侍
け
る
に

		


秋
の
色
を
お
く
り
む
か
へ
て
雲
の
う
へ
に
な
れ
に
し
月
も
物
わ
す
れ
す
な

此
哥
に
は
し
め
て
御
製
の
よ
し
を
し
り
て
お
と
ろ
き
お
そ
れ
て
裏
書
に
さ
ま
〳
〵

の
述
懐
の
詞
と
も
か
き
つ
け
て
よ
み
侍
け
る

		


あ
か
さ
り
し
月
も
さ
こ
そ
は
思
ふ
しら

め
ふ
る
き
涙
も
わ
す
れ
ぬ
世
に

誠
に
か
の
御
製
は
を
よ
は
ぬ
も
の
ゝ
目
に
も
た
く
ひ
す
く
な
く
め
て
た
く
こ
そ
覚

侍
れ
管
絃
の
よ
く
し
み
ぬ
る
と
き
は
心
な
き
草
木
の
な
ひ
け
る
色
ま
て
も
か
れ
に

し
た
か
ひ
て
み
え
侍
な
る
や
う
に
何
事
も
世
ニ
す
く
れ
た
る
事
に
は
み
し
り
き
ゝ

し
ら
ぬ
道
の
こ
と
も
耳
に
た
ち
心
に
そ
む
は
な
ら
ひ
也
當
院
の
御
製
も
昔
も
は
ち

ぬ
御
事
に
や
其
ゆ
へ
は
そ
の
か
み
御
め
の
と
の
大
納
言
の
も
と
に
わ
た
ら
せ
お
は

し
ま
し
け
る
比
は
し
め
て
百
首
を
よ
ま
せ
お
は
し
ま
し
た
り
け
る
を
大
納
言
感
悦

の
あ
ま
り
に
密
々
に
壬
生
二
品
の
も
と
へ
み
せ
に
つ
か
は
し
た
け
り
二
品
御
百
首

の
は
し
春
の
程
は
か
り
を
み
て
見
も
は
て
ら
れ
す
前
に
を
き
て
は
ら
〳
〵
と
な
か

れ
け
り
や
ゝ
ひ
さ
し
く
あ
り
て
涙
を
の
こ
ひ
て
い
は
れ
け
る
は
あ
は
れ
に
不
思
議

な
る
御
事
哉
故
院
の
御
哥
に
す
こ
し
も
た
か
は
せ
給
は
ぬ
と
て
ふ
し
き
の
御
こ
と

に
申
さ
れ
け
り
其
時
は
い
ま
た
む
け
に
お
さ
な
く
わ
た
ら
せ
給
け
る
御
事
也
ま
し

て
當
時
の
御
製
さ
こ
そ
め
て
た
き
御
こ
と
に
て
侍
ら
め
彼
卿
い
ま
た
存
せ
ら
れ
た

ら
ま
し
か
は
い
か
に
色
を
も
そ
へ
て
目
出
か
り
申
さ
れ
ま
し
と
哀
に
覚
侍
り

第
七
帝
の
御
哥
に
定
家
卿
合か

つ

点て
ん

の
事
（
巻
五
）

土つ
ち
み
か
と
の
ゐ
ん

御
門
院
は
じ
め
て
百
首
を
よ
ま
せ
お
は
し
ま
し
て
。
宮く

内な
い

卿
家
隆
朝
臣
の
も
と

へ
見
せ
に
つ
か
は
さ
れ
た
り
け
る
が
。
あ
ま
り
に
め
で
た
く
。
ふ
し
ぎ
に
お
ほ
え

け
れ
ば
御ご

製せ
い

の
よ
し
を
ば
い
は
で
。
な
に
と
な
き
人
の
詠な

か
めの
や
う
に
も
て
な
し
て
。

定
家
朝
臣
の
も
と
へ
。
点
を
こ
ひ
に
や
り
た
り
け
れ
ば
。
合
点
し
て
褒ほ

う

美ひ

の
言
葉

な
と
か
き
付
侍
る
と
て
懐く

は
い
き
う舊の

御
哥
を
見
侍
に

		


秋
の
色
を
を
く
り
む
か
へ
て
雲
の
上
に
な
れ
に
し
月
も
も
の
わ
す
れ
す
な

此
哥
に
。
は
じ
め
て
御
製せ

い

の
よ
し
を
し
り
て
。
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
て
。
さ
ま
〳
〵

の
述し

ゆ
つ
か
い懐の

こ
と
葉
と
も
か
き
つ
け
て
よ
み
侍
る

		


あ
か
ざ
り
し
月
も
さ
こ
そ
は
思
ふ
ら
め
ふ
る
き
な
み
た
も
忘
ら
れ
ぬ
世
に

ま
こ
と
に
か
の
御
製
は
。
を
よ
ば
ぬ
も
の
ゝ
目
に
も
。
た
ぐ
ひ
す
く
な
く
め
で
た

く
こ
そ
お
ほ
え
侍
れ
。
管く

は
ん
げ
ん絃の
よ
く
し
み
ぬ
る
と
き
は
。
こ
ゝ
ろ
な
き
草さ

う

木も
く

の
な

ひ
け
る
色
ま
で
も
。
か
れ
に
し
た
が
ひ
て
見
え
侍
な
る
や
う
に
。
何
事
も
世
に
す

ぐ
れ
た
る
事
に
は
。
見
し
り
聞
し
ら
ぬ
道
の
こ
と
も
。
耳み

ゝ

に
た
ち
心
に
そ
む
は
な

ら
ひ
也�

當
院
の
御
製
も
昔
も
は
ち
ぬ
御
事
に
や
其
ゆ
へ
は
そ
の
か
み
御
め
の
と
の

大
納
言
の
も
と
に
わ
た
ら
せ
お
は
し
ま
し
け
る
比
は
し
め
て
百
首
を
よ
ま
せ
お
は

し
ま
し
た
り
け
る
を
大
納
言
感
悦
の
あ
ま
り
に
密
々
に
壬
生
二
品
の
も
と
へ
み
せ

に
つ
か
は
し
た
け
り
二
品
御
百
首
の
は
し
春
の
程
は
か
り
を
み
て
見
も
は
て
ら
れ

す
前
に
を
き
て
は
ら
〳
〵
と
な
か
れ
け
り
や
ゝ
ひ
さ
し
く
あ
り
て
涙
を
の
こ
ひ
て

い
は
れ
け
る
は
あ
は
れ
に
不
思
議
な
る
御
事
哉
故
院
の
御
哥
に
す
こ
し
も
た
か
は

せ
給
は
ぬ
と
て
ふ
し
き
の
御
こ
と
に
申
さ
れ
け
り
其
時
は
い
ま
た
む
け
に
お
さ
な

く
わ
た
ら
せ
給
け
る
御
事
也
ま
し
て
當
時
の
御
製
さ
こ
そ
め
て
た
き
御
こ
と
に
て

侍
ら
め
彼
卿
い
ま
た
存
せ
ら
れ
た
ら
ま
し
か
は
い
か
に
色
を
も
そ
へ
て
目
出
か
り

申
さ
れ
ま
し
と
哀
に
覚
侍
り
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【
別
表
】『
昔
物
語
治
聞
集
』
採
録
『
古
今
著
聞
集
』
分
布

		


※�

標
題
は
、『
昔
物
語
治
聞
集
』
に
よ
る
。
但
し
、
副
題
は
割
愛
し
た
。
カ
ッ

コ
内
の
漢
数
字
は
『
昔
物
語
治
聞
集
』
の
話
数
。
算
用
数
字
は
『
古
今
著

聞
集
』
の
通
し
番
号
。

『
古
今
著
聞
集
』部
立

『
昔
物
語
治
聞
集
』

神
祇
第
一

「
上
緫
守
時
重
日
吉
の
神
感
に
あ
づ
か
る
事
」（
一
ノ
一
、
7
）、「
徳
大
寺

殿
の
人
夫
熊
野
権
現
の
御
あ
は
れ
み
を
か
う
ふ
る
事
」（
二
ノ
八
、
19
）、

「
春
日
大
明
神
衆
徒
の
軍
に
御
加
勢
の
事
」（
四
ノ
一
、
18
）、「
俊
乗
房
大

神
官
参
籠
の
事
」（
四
ノ
二
、
26
）、「
賀
茂
明
神
雅
經
哥
を
め
で
給
ふ
事
」

（
七
ノ
九
、
32
） ��

計
五
話

釈
教
第
二

「
浄
蔵
法
師
前
生
の
か
ば
ね
に
逢
事
」（
一
ノ
十
六
、
46
）、「
空
也
上
人
念

佛
を
す
ゝ
め
給
ふ
事
」（
一
ノ
二
十
四
、
47
）、「
北
野
の
天
神
亀
と
化
し

給
ふ
事
」（
二
ノ
七
、
45
）、「
永
觀
律
師
往
生
の
事
」（
二
ノ
十
八
、
51
）、

「
頼
朝
卿
天
王
寺
詣
付
ぜ
ん
く
は
う
じ
の
如
来
印
相
の
御
物
が
た
り
の
事
」

（
三
ノ
一
、
62
）、「
良
忍
上
人
融
通
念
佛
の
事
」（
六
ノ
十
二
、
53
）、「
少

将
の
ひ
じ
り
往
生
の
事
」（
六
ノ
十
三
、
54
）、「
行
基
菩
薩
湯
の
山
の
薬

師
如
来
に
あ
ひ
た
ま
ふ
事
」（
七
ノ
一
、
37
）、「
閻
魔
王
宮
に
お
ひ
て
十

万
部
の
法
花
經
よ
み
給
ふ
事
」（
七
ノ
二
、
56
）、「
蓮
花
王
院
に
八
功
徳

水
わ
く
事
」（
七
ノ
三
、
58
）、「
聖
覺
法
印
一
念
多
念
の
沙
汰
の
事
」（
七

ノ
四
、
66
）、「
長
谷
の
觀
音
夢
に
寶
珠
を
給
は
る
事
」（
七
ノ
五
、
67
）、

「
觀
音
悪
風
に
あ
ふ
舟
を
た
す
け
給
ふ
事
」（
七
ノ
六
、
70
）、「
當
麻
の
曼

陀
羅
の
事
」（
七
ノ
十
五
、
36
）、「
聖
寶
僧
正
鬼
に
あ
ふ
事
」（
七
ノ
十
七
、

41
）、「
大
般
若
書
冩
の
人
を
鬼
神
守
護
の
事
」（
七
ノ
十
八
、
68
）、「
書

冩
上
人
の
許
へ
冥
途
よ
り
使
た
つ
事
」（
七
ノ
十
九
、
72
） ��

計
十
七
話

政
道
忠
臣
第
三

「
江
帥
筑
紫
よ
り
上
洛
財
つ
み
た
る
ふ
ね
海
に
し
づ
み
し
事
」（
四
ノ
三
、

82
） ��

計
一
話

公
事
第
四

�

該
当
な
し

文
学
第
五

「
疫
神
秀
句
を
貴
む
事
」（
四
ノ
四
、
117
） ��

計
一
話

『
古
今
著
聞
集
』部
立

『
昔
物
語
治
聞
集
』

和
歌
第
六

「
哥
の
徳
に
よ
り
風
波
の
難
を
の
が
れ
し
事
」（
一
ノ
三
、
165
）、「
志
貴
の

び
し
や
も
ん
家
隆
卿
の
哥
を
吟
じ
給
ふ
事
」（
二
ノ
二
十
、
218
）、「
能
因

法
師
哥
に
て
雨
を
ふ
ら
す
事
」（
三
ノ
十
一
、
171
）、「
北
野
の
天
神
に
祈

り
て
無
実
を
は
る
ゝ
事
」（
三
ノ
十
二
、
177
）、「
唐
人
聴
法
の
場
に
て
秀

句
の
事
」（
五
ノ
六
、
153
）、「
帝
の
御
哥
に
定
家
卿
合
点
の
事
」（
五
ノ
七
、

217
）、「
小
式
部
の
内
侍
命
終
の
時
哥
よ
む
事
」（
七
ノ
十
二
、
175
）、「
人

に
無
実
い
ひ
け
る
女
物
に
く
る
ふ
事
」（
七
ノ
十
三
、
187
）、「
小
野
の
小

町
か
事
」（
七
ノ
十
四
、
182
） ��

計
九
話

管
弦
歌
舞
第
七

�

該
当
な
し

能
書
第
八

「
清
水
寺
の
額
彩
色
し
て
不
思
義
あ
る
事
」（
一
ノ
十
九
、
290
）、「
春
日
の

御
告
に
て
伊
房
額
を
書
事
」（
一
ノ
二
十
、
292
）、「
高
野
大
師
を
五
筆
和

尚
と
い
ふ
事
」（
一
ノ
二
十
一
、
293
）、「
さ
が
て
ん
わ
う
と
弘
法
大
使
御

手
跡
あ
ら
そ
ひ
の
事
」（
三
ノ
十
三
、
286
）、「
三
位
入
道
行
能
天
人
の
告

に
て
額
書
事
」（
四
ノ
五
、
291
） ��

計
五
話

術
道
第
九

「
僧
正
觀
修
安
倍
晴
明
等
き
ど
く
の
事
」（
三
ノ
二
十
四
、
295
） ��

計
一
話

孝
行
恩
愛
第
十

「
養
老
の
瀧
の
事
」（
二
ノ
十
四
、
311
）、「
母
の
た
め
に
魚
と
る
法
師
の
事
」

（
三
ノ
十
四
、
312
）、「
赤
染
右
衛
門
子
の
病
に
よ
り
て
住
吉
明
神
を
い
の

る
事
」（
三
ノ
二
十
五
、
302
）、「
賭
弓
の
日
右
近
の
馬
場
に
て
武
則
公
助

を
打
擲
す
る
事
」（
四
ノ
六
、
313
） ��

計
四
話

好
色
第
十
一

「
三
河
と
い
ふ
童
發
心
の
事
」（
一
ノ
九
、
323
）、「
小
侍
従
懺
悔
も
の
か
た

り
の
事
」（
二
ノ
十
六
、
322
）、「
浄
戒
の
尼
を
お
か
す
事
」（
三
ノ
十
五
、

329
）、「
後
嵯
峩
院
し
ら
河
の
少
将
の
つ
ま
に
御
こ
ゝ
ろ
を
か
け
さ
せ
た
ま

ふ
事
」（
三
ノ
二
十
六
、
331
） ��

計
四
話

武
勇
第
十
二

「
鬼
同
丸
源
頼
光
を
ね
ら
ふ
事
」（
二
ノ
二
、
335
）、「
八
幡
太
郎
義
家
法
師

の
妻
と
密
通
の
事
」（
三
ノ
十
七
、
339
）、「
八
幡
太
郎
義
家
匡
房
卿
に
物

習
ふ
事
」（
三
ノ
十
九
、
337
） ��

計
三
話
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『
古
今
著
聞
集
』部
立

『
昔
物
語
治
聞
集
』

弓
箭
第
十
三

「
武
者
所
む
つ
る
み
さ
ご
を
射
る
事
」（
三
ノ
十
八
、
348
） ��

計
一
話

馬
芸
第
十
四

「
平
太
經
家
悪
馬
に
の
る
事
」（
三
ノ
二
十
、
364
） ��

計
一
話

相
撲
強
力
第
十
五

「
佐
伯
氏
長
強
力
の
女
に
あ
ふ
事
」（
二
ノ
四
、
377
）、「
腹
く
じ
り
と
い
ふ

相
撲
と
り
の
事
」（
三
ノ
二
十
一
、
379
） ��

計
二
話

画
図
第
十
六

「
繪
に
か
き
た
る
馬
田
を
あ
ら
す
事
」（
五
ノ
八
、
385
）、「
性
空
上
人
の
形

を
經
に
写
す
時
地
震
の
事
」（
五
ノ
九
、
386
） ��

計
二
話

蹴
鞠
第
十
七

�

該
当
な
し

博
奕
第
十
八

�

該
当
な
し

偸
盗
第
十
九

「
ぬ
す
人
篳
篥
を
感
ず
る
事
」（
一
ノ
六
、
429
）、「
内
裏
女
房
ぬ
す
び
と
の

事
」（
七
ノ
二
十
、
433
）、「
後
鳥
羽
院
御
勇
力
の
事
」（
七
ノ
二
十
一
、
436
）、

「
灰
を
食
て
飢
を
や
む
る
事
」（
七
ノ
二
十
二
、
440
）、「
安
養
の
尼
の
も
と

へ
盗
人
い
る
事
」（
七
ノ
二
十
三
、
446
） ��

計
五
話

祝
言
第
二
十

�

該
当
な
し

哀
傷
第
二
十
一

「
小
侍
従
懺
悔
も
の
か
た
り
の
事
」（
二
ノ
十
六
、
454
）、「
従
二
位
家
隆
往

生
の
事
」（
三
ノ
十
六
、
469
） ��

計
二
話

遊
覧
第
二
十
二

�

該
当
な
し

宿
願
第
二
十
三

「
山
門
の
僧
鬼
に
な
る
事
」（
一
ノ
十
三
、
495
）、「
千
手
院
廣
清
が
墓
に
霊

魂
經
を
讀
事
」（
三
ノ
二
十
二
、
484
） ��

計
二
話

闘
諍
第
二
十
四

「
双
六
の
口
論
に
て
人
を
こ
ろ
す
事
」（
一
ノ
十
一
、
504
） ��

計
一
話

興
言
利
口
第
二
十
五
「
あ
る
雲
客
嵯
峩
に
て
面
目
う
し
な
ふ
事
」（
三
ノ
二
十
三
、
566
） ��

計
一
話

『
古
今
著
聞
集
』部
立

『
昔
物
語
治
聞
集
』

恠
異
第
二
十
六

「
雲
客
ふ
な
岡
に
ゆ
き
て
虫
ふ
く
事
」（
一
ノ
十
八
、
587
）、「
龍
尾
道
に
大

虵
お
ち
か
ゝ
る
事
」（
四
ノ
七
、
580
）、「
氷
に
て
塔
を
つ
く
る
事
」（
四
ノ

八
、
582
） ��

計
三
話

変
化
第
二
十
七

「
水
無
瀬
山
の
池
人
と
り
の
事
」（
一
ノ
二
、
603
）、「
武
徳
殿
ば
け
も
の
ゝ

事
」（
一
ノ
七
、
589
）、「
瘧
の
神
水
を
の
む
事
」（
四
ノ
九
、
596
）、「
伊
豆

國
奥
嶋
へ
鬼
来
る
事
」（
四
ノ
十
、
599
）、「
近
江
守
仲
兼
ば
け
も
の
に
あ

ふ
事
」（
四
ノ
十
一
、
601
）、「
天
狗
法
師
唯
蓮
坊
を
さ
ま
た
ぐ
る
事
」（
四

ノ
十
二
、
604
）、「
か
ら
ね
こ
し
な
玉
を
と
る
事
」（
四
ノ
十
三
、
609
） �

�

計
七
話

飲
食
第
二
十
八

�

該
当
な
し

草
木
第
二
十
九

�

該
当
な
し

魚
虫
禽
獣
第
三
十

「
法
花
經
ち
や
う
も
ん
す
る
猿
の
事
」（
一
ノ
十
、
680
）、「
虵
針
に
お
そ
れ

し
事
」（
一
ノ
十
五
、
694
）、「
薬
師
堂
の
く
ち
な
は
の
事
」（
二
ノ
十
、
695
）、

「
江
州
た
か
し
ま
郡
の
牛
經
を
よ
む
事
」（
三
ノ
二
、
701
）、「
民
部
丞
が
家

の
犬
精
進
の
事
」（
三
ノ
三
、
711
）、「
鴉
猿
の
目
を
ぬ
か
ん
と
す
る
事
」

（
三
ノ
四
、
697
）、「
く
ま
た
か
虵
を
取
事
」（
三
ノ
五
、
718
）、「
朱
雀
大
路

に
て
美
女
に
あ
ふ
事
」（
三
ノ
六
、
681
）、「
湯
を
か
け
て
く
ち
な
は
を
こ

ろ
す
事
」（
三
ノ
七
、
699
）、「
久
世
郡
の
む
す
め
虵
の
難
に
あ
ふ
事
」（
三

ノ
八
、
682
）、「
法
の
た
め
に
馬
を
ぬ
す
む
猿
の
事
」（
三
ノ
九
、
698
）、「
知

願
上
人
の
め
の
と
馬
に
な
る
事
」（
三
ノ
十
、
719
）、「
康
忠
い
ぬ
に
生
る
ゝ

事
」（
七
ノ
七
、
689
）、「
狐
東
大
寺
の
仏
を
礼
拝
す
る
事
」（
七
ノ
十
、
676
）、

「
御
物
の
鷹
を
十
禅
寺
の
辻
に
つ
な
ぐ
事
」（
七
ノ
十
一
、
678
） ��

計
十
五
話


